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明治大学大学院 商学研究科 検 索

激動する現代社会における商学のパイオニアを目指す
商学研究科は、伝統ある明治大学商学部の教育を基

礎として、なお一層の高度な知識と幅広い教養を身に

付け、広く世界を見渡し、人類の進歩に貢献することの

出来る人材を育成するための教育・研究機関です。

商学研究科は、商学部の７コースを専門分野別に細

分化した、経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、交通

及び貿易の８つの特色ある系列で構成されており、約

50名の教育・研究スタッフによる大学院生の研究指導

が行われています。

現在、日本の社会と大学教育は、大きな岐路に立ち、

大学院の持つ意義はますます高まってきています。商

学研究科は、開かれた大学院であり、海外からの留学生

の受け入れ、また協定校留学制度による国際交流や、社

会人の受け入れにも積極的に対応しており、本学商学

研究科を巣立った多くの研究者が国内外の研究・教育

機関で活躍しています。

商学研究科では、入学を希望する学内外の志願者に

対する一般入学試験の他、留学生や卒業生、シニアに対

する特別な入学試験を実施しています。また本学学部

在籍者には、学内選考や3年早期卒業予定者入学試験に

て商学研究科への進学機会を設けています。

商学研究科は、我が国における「商学のパイオニア」としての
長き伝統を持つ商学部の教育を基礎に、商学の各分野における、
より高度な専門的知識を教授することにより、将来第一線の研
究者及び高度専門職業人の育成を図ることを目的とする。
博士前期課程では、幅広く高度な商学関連知識を教授するこ
とにより優れた問題解決能力及び研究能力の基礎を修得させ、
自立して活動できる高度専門職業人と基礎的研究能力を習得し
た研究者の養成を目的とし、博士後期課程では、グローバルな視
野に立脚し最先端の高度な専門的知識を教授することによって、
革新的な知識の創造力を持った研究者の養成を目的とする。

商学専攻では、商学研究科の目的の下、「商（Commerce）」に
かかわる現象及び活動を多面的・多角的に攻究する。専攻には、
経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、交通及び貿易の8つの
系列を設置し、各系列では、少人数教育を基本とし、学問の進展
を考慮して基礎から最先端までの知識と分析手法を効果的に修
得できるようになることを目的とする。

商学研究科の人材養成
その他教育研究上の目的

商学専攻の人材養成
その他教育研究上の目的

入学者受入方針 Admission Policy 教育課程編成・実施方針 Curriculum Policy 学位授与方針 Diploma Policy

【博士前期課程】
商学研究科博士前期課程は、経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、

交通及び貿易の8系列を設置し、少人数教育を通じて、これらの分野にお
ける、さらにはこれらの分野を基礎とする学際的研究領域における研究
者又は高度専門職業人として自立的に活動できる革新性と創造性に富む
人材の養成を目的としています。そこで次のような学生を求めています。

⑴  商学分野における研究を遂行するのに必要な知識と能力を身につけ
ることができ、かつそのための努力を惜しまない者。同時に社会にとっ
て有用な研究を公正に行うことのできる価値観を有する者。

⑵  商学に関する高度な専門知識を備えた職業人として職務を全うする
のに十分な知識と能力を身につけることができ、かつそのための努力
を惜しまない者。同時に自らの職務を通じて社会の発展に寄与する
熱意を有する者。

以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国
人留学生入学試験、3年早期卒業予定者入学試験、シニア世代のための入
学試験、明治大学商学部卒業生入学試験を実施し、入学者選抜を行いま
す。
なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を次の通り求めます。

⑴ 商学分野における基礎的な知識
⑵ 研究遂行上の明確な問題意識と達成目標
⑶ 自立的な研究活動に必須の計画的行動力と課題解決力

【博士後期課程】
商学研究科博士後期課程は、経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、
交通及び貿易の8系列を設置し、少人数教育を通じて、これらの分野にお
ける、さらにはこれらの分野を基礎とする学際的研究領域における最新
の研究動向とそれに関連するビジネスの実際に通じ、大学ならびに各種
研究機関において第一線の専門研究者として世界的に活躍できる人材
の養成を目的としています。そこで次のような学生を求めています。

商学分野における第一線の専門研究者として研究を遂行するのに十
分な知識と能力を身につけることができ、かつそのための努力を惜しま
ない者。同時に社会にとって有用な研究を公正に行うことのできる価値
観と、研究を通じて社会の発展に寄与する使命感を有する者。

以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国
人留学生入学試験を実施し、入学者選抜を行います。
なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を次の通り求めます。

⑴  商学及び隣接分野の幅広い知識に裏づけられた専攻分野に関する専
門知識

⑵ 論理的に卓越した研究を展開し得る問題解決能力及び課題探究能力
⑶ 研究成果を国内外に発信し得るコミュニケーション能力

【博士前期課程】
商学研究科博士前期課程は、商学分野における研究者ならびに高度専門職業人を養
成するため、経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、交通及び貿易の８系列を設置し、
少人数教育を基本とする、特色のある教育・研究活動を行っています。各系列のカリ
キュラムは最新の研究動向とビジネスの現場における状況を考慮して、必要とされる
科目をバランスよく配置し、基礎から最先端までの知識と分析手法を効果的に修得で
きるように配慮されている一方で、系列、さらには研究科を超えた科目履修も可能で
あり、幅広い関連知識に基礎づけられた精深な学識を教授し、卓越した研究能力を修
得させる体制を整えています。
学生は、指導教員の指導の下、さまざまな講義に出席し定められた単位を修得する
ことで必要な知識を身に付け、あわせて修士論文を作成するための研究指導を受ける
ことを通じて、研究者又は高度専門職業人への第一歩を踏み出すことができます。

【博士後期課程】
商学研究科博士後期課程は、大学ならびに各種研究機関において商学分野の第一線
の専門研究者として世界的に活躍できる人材を養成するため、経済、商業、経営、会計、
金融・証券、保険、交通及び貿易の８系列を設置し、少人数教育を基本とする、特色のあ
る教育・研究活動を行っています。進展めまぐるしい現代の商学研究を理解し、次世代
の研究をリードするのに十分な知識と能力を備えた専門研究者を育成するために必
要なカリキュラムが設置されており、また指導教員による論文の執筆と学会・研究会
での研究報告という研究者に不可欠な活動に対するマンツーマンの指導が行われま
す。研究指導は、それぞれの研究分野において第一線の研究者として活躍を続けてい
る教員スタッフが担当します。
学生は、こうした教育体制の下、指導教員を中心とする教員スタッフからの研究指導
を受けることを通じて専門研究者としての知識と能力を身につけることができます。

【博士前期課程】
商学研究科博士前期課程において修士学位を取得するためには、所定の期間以上在
学し、所定の授業科目の単位（32単位）を平均「B」以上の成績評価で修得し、指導教員
から研究指導を受ける必要があります。この修了要件を充たし、かつ、学業成績及び学
位論文から、次に示す資質や能力を備えたと認められる者に対し、修士（商学）の学位
を授与します。

　幅広く高度な商学関連知識に基づいた専攻分野における優れた問題解決能力及び
研究遂行能力

【博士後期課程】
商学研究科博士後期課程において博士学位を取得するためには、所定の期間以上在
学し、指導教員から研究指導を受ける必要があります。また、本研究科の定める修了要
件を充たし、博士学位を請求するにふさわしいと認められる研究業績及び学位論文か
ら、次に示す資質や能力を備えたと認められる者に対し、博士（商学）の学位を授与し
ます。

　最先端の高度な商学関連知識を修得し、専攻分野における自立した研究者として国
内外で研究活動を展開し得る、革新的で論理的な知識の創造力

カリキュラム一覧

特別外国文献研究・系列共通研究について
専攻系列を問わず受講出来る科目群を用意しています。博士前期課程の特別
外国文献研究では、諸外国の文献を読み解くことで国際的な視点を得ることが
出来ます。系列共通研究科目群においては、外部から実務家などを招いて講義を
行う科目もあり、系列にとらわれない学びが可能です。詳しい講義内容はシラバ
スを参照してください。

■  前期課程 ■  後期課程
1  経済系列

経済理論特論・演習 経済理論特殊研究・演習
計量経済学特論・演習 計量経済学特殊研究・演習
財政学特論・演習 財政学特殊研究・演習
経済政策論特論・演習 経済政策論特殊研究・演習
産業組織論特論・演習 国際経済学特殊研究・演習
国際経済学特論・演習 中小企業論特殊研究・演習
中小企業論特論・演習
経済学外国文献研究

■  前期課程 ■  後期課程
5  金融･証券系列

金融理論特論・演習 金融機関論特殊研究・演習
金融機関論特論・演習 機関投資家論特殊研究・演習
コーポレートファイナンス特論 金融取引論特殊研究・演習
証券市場論特論・演習
機関投資家論特論・演習 
金融取引論特論・演習
金融・証券外国文献研究

6  保険系列
保険理論特論・演習 保険理論特殊研究・演習
損害保険論特論
保険リスクマネジメント論特論・演習
保険論外国文献研究

2  商業系列
商業理論特論・演習 商業理論特殊研究・演習
商業経営論特論・演習 商業経営論特殊研究・演習
インダストリアルマーケティング論特論 商品学特殊研究・演習
商品学特論・演習 日本流通史特殊研究・演習
日本流通史特論・演習 市場調査論特殊研究・演習
流通システム論特論・演習
市場調査論特論・演習
商業学外国文献研究

7  交通系列
交通理論特論・演習 交通理論特殊研究・演習
都市・地域交通論特論
国際交通論特論・演習
交通論外国文献研究

8  貿易系列
貿易理論特論・演習 貿易理論特殊研究・演習
世界経済論特論・演習 世界経済論特殊研究・演習
貿易商務論特論・演習 貿易商務論特殊研究・演習
国際ビジネス・コミュニケーション論特論・演習 国際ビジネス・コミュニケーション論特殊研究・演習
国際ビジネス交渉論特論・演習 国際ビジネス交渉論特殊研究・演習
貿易論外国文献研究

特別外国文献研究
ドイツ語経済文献研究 
フランス語経済文献研究

系列共通研究
実践商学特論 実践商学研究
技術経営特講
特別テーマ研究特論

3  経営系列
生産管理論特論・演習 生産管理論特殊研究・演習
経営情報システム論特論・演習 経営情報システム論特殊研究・演習
情報管理論特論・演習 情報管理論特殊研究・演習
経営哲学特論・演習 経営哲学特殊研究・演習
クリエイティブ・ビジネス論特論・演習 クリエイティブ・ビジネス論特殊研究・演習
経営戦略論特論
経営学外国文献研究

4  会計系列
財務会計論特論 原価計算論特殊研究・演習
原価計算論特論・演習 意思決定会計論特殊研究・演習
意思決定会計論特論・演習 業績管理会計論特殊研究
業績管理会計論特論 監査論特殊研究・演習
監査論特論・演習 国際会計論特殊研究・演習
国際会計論特論・演習 会計情報論特殊研究・演習
会計情報論特論・演習 租税法特殊研究・演習
租税法特論・演習
企業評価論特論・演習
会計学外国文献研究
※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

専 攻

商学専攻においては、専攻を経済、商
業、経営、会計、金融・証券、保険、交通、
貿易の8つの系列に大別し、それぞれの
領域において優れた研究実績を有する
教員を配置の上、研究指導にあたります。

■ アプライド・エコノミクスコース
■ マーケティングコース
■ マネジメントコース
■ アカウンティングコース
■ ファイナンス＆インシュアランスコース
■ グローバル・ビジネスコース
■ クリエイティブ・ビジネスコース
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交通系列

貿易系列

商学部の7つのコース群が、
8つの系列に大別される

事務取扱時間 （グローバルフロント5F）
平　日

▲

09：00～11：30／12：30～18：00　土曜日

▲

09：00～12：30　電話

▲

03-3296-4704　Mail

▲

shoken@mics.meiji.ac.jp
※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。
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長き伝統を持つ商学部の教育を基礎に、商学の各分野における、
より高度な専門的知識を教授することにより、将来第一線の研
究者及び高度専門職業人の育成を図ることを目的とする。
博士前期課程では、幅広く高度な商学関連知識を教授するこ
とにより優れた問題解決能力及び研究能力の基礎を修得させ、
自立して活動できる高度専門職業人と基礎的研究能力を習得し
た研究者の養成を目的とし、博士後期課程では、グローバルな視
野に立脚し最先端の高度な専門的知識を教授することによって、
革新的な知識の創造力を持った研究者の養成を目的とする。

商学専攻では、商学研究科の目的の下、「商（Commerce）」に
かかわる現象及び活動を多面的・多角的に攻究する。専攻には、
経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、交通及び貿易の8つの
系列を設置し、各系列では、少人数教育を基本とし、学問の進展
を考慮して基礎から最先端までの知識と分析手法を効果的に修
得できるようになることを目的とする。

商学研究科の人材養成
その他教育研究上の目的

商学専攻の人材養成
その他教育研究上の目的

入学者受入方針 Admission Policy 教育課程編成・実施方針 Curriculum Policy 学位授与方針 Diploma Policy

【博士前期課程】
商学研究科博士前期課程は、経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、
交通及び貿易の8系列を設置し、少人数教育を通じて、これらの分野にお
ける、さらにはこれらの分野を基礎とする学際的研究領域における研究
者又は高度専門職業人として自立的に活動できる革新性と創造性に富む
人材の養成を目的としています。そこで次のような学生を求めています。

⑴  商学分野における研究を遂行するのに必要な知識と能力を身につけ
ることができ、かつそのための努力を惜しまない者。同時に社会にとっ
て有用な研究を公正に行うことのできる価値観を有する者。

⑵  商学に関する高度な専門知識を備えた職業人として職務を全うする
のに十分な知識と能力を身につけることができ、かつそのための努力
を惜しまない者。同時に自らの職務を通じて社会の発展に寄与する
熱意を有する者。

以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国
人留学生入学試験、3年早期卒業予定者入学試験、シニア世代のための入
学試験、明治大学商学部卒業生入学試験を実施し、入学者選抜を行いま
す。
なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を次の通り求めます。

⑴ 商学分野における基礎的な知識
⑵ 研究遂行上の明確な問題意識と達成目標
⑶ 自立的な研究活動に必須の計画的行動力と課題解決力

【博士後期課程】
商学研究科博士後期課程は、経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、

交通及び貿易の8系列を設置し、少人数教育を通じて、これらの分野にお
ける、さらにはこれらの分野を基礎とする学際的研究領域における最新
の研究動向とそれに関連するビジネスの実際に通じ、大学ならびに各種
研究機関において第一線の専門研究者として世界的に活躍できる人材
の養成を目的としています。そこで次のような学生を求めています。

商学分野における第一線の専門研究者として研究を遂行するのに十
分な知識と能力を身につけることができ、かつそのための努力を惜しま
ない者。同時に社会にとって有用な研究を公正に行うことのできる価値
観と、研究を通じて社会の発展に寄与する使命感を有する者。

以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国
人留学生入学試験を実施し、入学者選抜を行います。
なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を次の通り求めます。

⑴  商学及び隣接分野の幅広い知識に裏づけられた専攻分野に関する専
門知識

⑵ 論理的に卓越した研究を展開し得る問題解決能力及び課題探究能力
⑶ 研究成果を国内外に発信し得るコミュニケーション能力

【博士前期課程】
商学研究科博士前期課程は、商学分野における研究者ならびに高度専門職業人を養
成するため、経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、交通及び貿易の８系列を設置し、
少人数教育を基本とする、特色のある教育・研究活動を行っています。各系列のカリ
キュラムは最新の研究動向とビジネスの現場における状況を考慮して、必要とされる
科目をバランスよく配置し、基礎から最先端までの知識と分析手法を効果的に修得で
きるように配慮されている一方で、系列、さらには研究科を超えた科目履修も可能で
あり、幅広い関連知識に基礎づけられた精深な学識を教授し、卓越した研究能力を修
得させる体制を整えています。
学生は、指導教員の指導の下、さまざまな講義に出席し定められた単位を修得する
ことで必要な知識を身に付け、あわせて修士論文を作成するための研究指導を受ける
ことを通じて、研究者又は高度専門職業人への第一歩を踏み出すことができます。

【博士後期課程】
商学研究科博士後期課程は、大学ならびに各種研究機関において商学分野の第一線
の専門研究者として世界的に活躍できる人材を養成するため、経済、商業、経営、会計、
金融・証券、保険、交通及び貿易の８系列を設置し、少人数教育を基本とする、特色のあ
る教育・研究活動を行っています。進展めまぐるしい現代の商学研究を理解し、次世代
の研究をリードするのに十分な知識と能力を備えた専門研究者を育成するために必
要なカリキュラムが設置されており、また指導教員による論文の執筆と学会・研究会
での研究報告という研究者に不可欠な活動に対するマンツーマンの指導が行われま
す。研究指導は、それぞれの研究分野において第一線の研究者として活躍を続けてい
る教員スタッフが担当します。
学生は、こうした教育体制の下、指導教員を中心とする教員スタッフからの研究指導
を受けることを通じて専門研究者としての知識と能力を身につけることができます。

【博士前期課程】
商学研究科博士前期課程において修士学位を取得するためには、所定の期間以上在
学し、所定の授業科目の単位（32単位）を平均「B」以上の成績評価で修得し、指導教員
から研究指導を受ける必要があります。この修了要件を充たし、かつ、学業成績及び学
位論文から、次に示す資質や能力を備えたと認められる者に対し、修士（商学）の学位
を授与します。

　幅広く高度な商学関連知識に基づいた専攻分野における優れた問題解決能力及び
研究遂行能力

【博士後期課程】
商学研究科博士後期課程において博士学位を取得するためには、所定の期間以上在
学し、指導教員から研究指導を受ける必要があります。また、本研究科の定める修了要
件を充たし、博士学位を請求するにふさわしいと認められる研究業績及び学位論文か
ら、次に示す資質や能力を備えたと認められる者に対し、博士（商学）の学位を授与し
ます。

　最先端の高度な商学関連知識を修得し、専攻分野における自立した研究者として国
内外で研究活動を展開し得る、革新的で論理的な知識の創造力

カリキュラム一覧

特別外国文献研究・系列共通研究について
専攻系列を問わず受講出来る科目群を用意しています。博士前期課程の特別
外国文献研究では、諸外国の文献を読み解くことで国際的な視点を得ることが
出来ます。系列共通研究科目群においては、外部から実務家などを招いて講義を
行う科目もあり、系列にとらわれない学びが可能です。詳しい講義内容はシラバ
スを参照してください。

■  前期課程 ■  後期課程
1  経済系列

経済理論特論・演習 経済理論特殊研究・演習
計量経済学特論・演習 計量経済学特殊研究・演習
財政学特論・演習 財政学特殊研究・演習
経済政策論特論・演習 経済政策論特殊研究・演習
産業組織論特論・演習 国際経済学特殊研究・演習
国際経済学特論・演習 中小企業論特殊研究・演習
中小企業論特論・演習
経済学外国文献研究

■  前期課程 ■  後期課程
5  金融･証券系列

金融理論特論・演習 金融機関論特殊研究・演習
金融機関論特論・演習 機関投資家論特殊研究・演習
コーポレートファイナンス特論 金融取引論特殊研究・演習
証券市場論特論・演習
機関投資家論特論・演習 
金融取引論特論・演習
金融・証券外国文献研究

6  保険系列
保険理論特論・演習 保険理論特殊研究・演習
損害保険論特論
保険リスクマネジメント論特論・演習
保険論外国文献研究

2  商業系列
商業理論特論・演習 商業理論特殊研究・演習
商業経営論特論・演習 商業経営論特殊研究・演習
インダストリアルマーケティング論特論 商品学特殊研究・演習
商品学特論・演習 日本流通史特殊研究・演習
日本流通史特論・演習 市場調査論特殊研究・演習
流通システム論特論・演習
市場調査論特論・演習
商業学外国文献研究

7  交通系列
交通理論特論・演習 交通理論特殊研究・演習
都市・地域交通論特論
国際交通論特論・演習
交通論外国文献研究

8  貿易系列
貿易理論特論・演習 貿易理論特殊研究・演習
世界経済論特論・演習 世界経済論特殊研究・演習
貿易商務論特論・演習 貿易商務論特殊研究・演習
国際ビジネス・コミュニケーション論特論・演習 国際ビジネス・コミュニケーション論特殊研究・演習
国際ビジネス交渉論特論・演習 国際ビジネス交渉論特殊研究・演習
貿易論外国文献研究

特別外国文献研究
ドイツ語経済文献研究 
フランス語経済文献研究

系列共通研究
実践商学特論 実践商学研究
技術経営特講
特別テーマ研究特論

3  経営系列
生産管理論特論・演習 生産管理論特殊研究・演習
経営情報システム論特論・演習 経営情報システム論特殊研究・演習
情報管理論特論・演習 情報管理論特殊研究・演習
経営哲学特論・演習 経営哲学特殊研究・演習
クリエイティブ・ビジネス論特論・演習 クリエイティブ・ビジネス論特殊研究・演習
経営戦略論特論
経営学外国文献研究

4  会計系列
財務会計論特論 原価計算論特殊研究・演習
原価計算論特論・演習 意思決定会計論特殊研究・演習
意思決定会計論特論・演習 業績管理会計論特殊研究
業績管理会計論特論 監査論特殊研究・演習
監査論特論・演習 国際会計論特殊研究・演習
国際会計論特論・演習 会計情報論特殊研究・演習
会計情報論特論・演習 租税法特殊研究・演習
租税法特論・演習
企業評価論特論・演習
会計学外国文献研究
※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

専 攻

商学専攻においては、専攻を経済、商
業、経営、会計、金融・証券、保険、交通、
貿易の8つの系列に大別し、それぞれの
領域において優れた研究実績を有する
教員を配置の上、研究指導にあたります。

■ アプライド・エコノミクスコース
■ マーケティングコース
■ マネジメントコース
■ アカウンティングコース
■ ファイナンス＆インシュアランスコース
■ グローバル・ビジネスコース
■ クリエイティブ・ビジネスコース
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金融･証券系列

保険系列

交通系列

貿易系列

商学部の7つのコース群が、
8つの系列に大別される

事務取扱時間 （グローバルフロント5F）
平　日

▲

09：00～11：30／12：30～18：00　土曜日

▲

09：00～12：30　電話

▲

03-3296-4704　Mail

▲

shoken@mics.meiji.ac.jp
※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。
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商学研究科Webページ
明治大学大学院 商学研究科 検 索

激動する現代社会における商学のパイオニアを目指す
商学研究科は、伝統ある明治大学商学部の教育を基

礎として、なお一層の高度な知識と幅広い教養を身に

付け、広く世界を見渡し、人類の進歩に貢献することの

出来る人材を育成するための教育・研究機関です。

商学研究科は、商学部の７コースを専門分野別に細

分化した、経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、交通

及び貿易の８つの特色ある系列で構成されており、約

50名の教育・研究スタッフによる大学院生の研究指導

が行われています。

現在、日本の社会と大学教育は、大きな岐路に立ち、

大学院の持つ意義はますます高まってきています。商

学研究科は、開かれた大学院であり、海外からの留学生

の受け入れ、また協定校留学制度による国際交流や、社

会人の受け入れにも積極的に対応しており、本学商学

研究科を巣立った多くの研究者が国内外の研究・教育

機関で活躍しています。

商学研究科では、入学を希望する学内外の志願者に

対する一般入学試験の他、留学生や卒業生、シニアに対

する特別な入学試験を実施しています。また本学学部

在籍者には、学内選考や3年早期卒業予定者入学試験に

て商学研究科への進学機会を設けています。

商学研究科は、我が国における「商学のパイオニア」としての
長き伝統を持つ商学部の教育を基礎に、商学の各分野における、
より高度な専門的知識を教授することにより、将来第一線の研
究者及び高度専門職業人の育成を図ることを目的とする。
博士前期課程では、幅広く高度な商学関連知識を教授するこ
とにより優れた問題解決能力及び研究能力の基礎を修得させ、
自立して活動できる高度専門職業人と基礎的研究能力を習得し
た研究者の養成を目的とし、博士後期課程では、グローバルな視
野に立脚し最先端の高度な専門的知識を教授することによって、
革新的な知識の創造力を持った研究者の養成を目的とする。

商学専攻では、商学研究科の目的の下、「商（Commerce）」に
かかわる現象及び活動を多面的・多角的に攻究する。専攻には、
経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、交通及び貿易の8つの
系列を設置し、各系列では、少人数教育を基本とし、学問の進展
を考慮して基礎から最先端までの知識と分析手法を効果的に修
得できるようになることを目的とする。

商学研究科の人材養成
その他教育研究上の目的

商学専攻の人材養成
その他教育研究上の目的

入学者受入方針 Admission Policy 教育課程編成・実施方針 Curriculum Policy 学位授与方針 Diploma Policy

【博士前期課程】
商学研究科博士前期課程は、経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、
交通及び貿易の8系列を設置し、少人数教育を通じて、これらの分野にお
ける、さらにはこれらの分野を基礎とする学際的研究領域における研究
者又は高度専門職業人として自立的に活動できる革新性と創造性に富む
人材の養成を目的としています。そこで次のような学生を求めています。

⑴  商学分野における研究を遂行するのに必要な知識と能力を身につけ
ることができ、かつそのための努力を惜しまない者。同時に社会にとっ
て有用な研究を公正に行うことのできる価値観を有する者。

⑵  商学に関する高度な専門知識を備えた職業人として職務を全うする
のに十分な知識と能力を身につけることができ、かつそのための努力
を惜しまない者。同時に自らの職務を通じて社会の発展に寄与する
熱意を有する者。

以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国
人留学生入学試験、3年早期卒業予定者入学試験、シニア世代のための入
学試験、明治大学商学部卒業生入学試験を実施し、入学者選抜を行いま
す。
なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を次の通り求めます。

⑴ 商学分野における基礎的な知識
⑵ 研究遂行上の明確な問題意識と達成目標
⑶ 自立的な研究活動に必須の計画的行動力と課題解決力

【博士後期課程】
商学研究科博士後期課程は、経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、

交通及び貿易の8系列を設置し、少人数教育を通じて、これらの分野にお
ける、さらにはこれらの分野を基礎とする学際的研究領域における最新
の研究動向とそれに関連するビジネスの実際に通じ、大学ならびに各種
研究機関において第一線の専門研究者として世界的に活躍できる人材
の養成を目的としています。そこで次のような学生を求めています。

商学分野における第一線の専門研究者として研究を遂行するのに十
分な知識と能力を身につけることができ、かつそのための努力を惜しま
ない者。同時に社会にとって有用な研究を公正に行うことのできる価値
観と、研究を通じて社会の発展に寄与する使命感を有する者。

以上の求める学生像に基づき、学内選考入学試験、一般入学試験、外国
人留学生入学試験を実施し、入学者選抜を行います。
なお、修得しておくべき知識等の内容・水準を次の通り求めます。

⑴  商学及び隣接分野の幅広い知識に裏づけられた専攻分野に関する専
門知識

⑵ 論理的に卓越した研究を展開し得る問題解決能力及び課題探究能力
⑶ 研究成果を国内外に発信し得るコミュニケーション能力

【博士前期課程】
商学研究科博士前期課程は、商学分野における研究者ならびに高度専門職業人を養
成するため、経済、商業、経営、会計、金融・証券、保険、交通及び貿易の８系列を設置し、
少人数教育を基本とする、特色のある教育・研究活動を行っています。各系列のカリ
キュラムは最新の研究動向とビジネスの現場における状況を考慮して、必要とされる
科目をバランスよく配置し、基礎から最先端までの知識と分析手法を効果的に修得で
きるように配慮されている一方で、系列、さらには研究科を超えた科目履修も可能で
あり、幅広い関連知識に基礎づけられた精深な学識を教授し、卓越した研究能力を修
得させる体制を整えています。
学生は、指導教員の指導の下、さまざまな講義に出席し定められた単位を修得する
ことで必要な知識を身に付け、あわせて修士論文を作成するための研究指導を受ける
ことを通じて、研究者又は高度専門職業人への第一歩を踏み出すことができます。

【博士後期課程】
商学研究科博士後期課程は、大学ならびに各種研究機関において商学分野の第一線
の専門研究者として世界的に活躍できる人材を養成するため、経済、商業、経営、会計、
金融・証券、保険、交通及び貿易の８系列を設置し、少人数教育を基本とする、特色のあ
る教育・研究活動を行っています。進展めまぐるしい現代の商学研究を理解し、次世代
の研究をリードするのに十分な知識と能力を備えた専門研究者を育成するために必
要なカリキュラムが設置されており、また指導教員による論文の執筆と学会・研究会
での研究報告という研究者に不可欠な活動に対するマンツーマンの指導が行われま
す。研究指導は、それぞれの研究分野において第一線の研究者として活躍を続けてい
る教員スタッフが担当します。
学生は、こうした教育体制の下、指導教員を中心とする教員スタッフからの研究指導
を受けることを通じて専門研究者としての知識と能力を身につけることができます。

【博士前期課程】
商学研究科博士前期課程において修士学位を取得するためには、所定の期間以上在
学し、所定の授業科目の単位（32単位）を平均「B」以上の成績評価で修得し、指導教員
から研究指導を受ける必要があります。この修了要件を充たし、かつ、学業成績及び学
位論文から、次に示す資質や能力を備えたと認められる者に対し、修士（商学）の学位
を授与します。

　幅広く高度な商学関連知識に基づいた専攻分野における優れた問題解決能力及び
研究遂行能力

【博士後期課程】
商学研究科博士後期課程において博士学位を取得するためには、所定の期間以上在
学し、指導教員から研究指導を受ける必要があります。また、本研究科の定める修了要
件を充たし、博士学位を請求するにふさわしいと認められる研究業績及び学位論文か
ら、次に示す資質や能力を備えたと認められる者に対し、博士（商学）の学位を授与し
ます。

　最先端の高度な商学関連知識を修得し、専攻分野における自立した研究者として国
内外で研究活動を展開し得る、革新的で論理的な知識の創造力

カリキュラム一覧

特別外国文献研究・系列共通研究について
専攻系列を問わず受講出来る科目群を用意しています。博士前期課程の特別
外国文献研究では、諸外国の文献を読み解くことで国際的な視点を得ることが
出来ます。系列共通研究科目群においては、外部から実務家などを招いて講義を
行う科目もあり、系列にとらわれない学びが可能です。詳しい講義内容はシラバ
スを参照してください。

■  前期課程 ■  後期課程
1  経済系列

経済理論特論・演習 経済理論特殊研究・演習
計量経済学特論・演習 計量経済学特殊研究・演習
財政学特論・演習 財政学特殊研究・演習
経済政策論特論・演習 経済政策論特殊研究・演習
産業組織論特論・演習 国際経済学特殊研究・演習
国際経済学特論・演習 中小企業論特殊研究・演習
中小企業論特論・演習
経済学外国文献研究

■  前期課程 ■  後期課程
5  金融･証券系列

金融理論特論・演習 金融機関論特殊研究・演習
金融機関論特論・演習 機関投資家論特殊研究・演習
コーポレートファイナンス特論 金融取引論特殊研究・演習
証券市場論特論・演習
機関投資家論特論・演習 
金融取引論特論・演習
金融・証券外国文献研究

6  保険系列
保険理論特論・演習 保険理論特殊研究・演習
損害保険論特論
保険リスクマネジメント論特論・演習
保険論外国文献研究

2  商業系列
商業理論特論・演習 商業理論特殊研究・演習
商業経営論特論・演習 商業経営論特殊研究・演習
インダストリアルマーケティング論特論 商品学特殊研究・演習
商品学特論・演習 日本流通史特殊研究・演習
日本流通史特論・演習 市場調査論特殊研究・演習
流通システム論特論・演習
市場調査論特論・演習
商業学外国文献研究

7  交通系列
交通理論特論・演習 交通理論特殊研究・演習
都市・地域交通論特論
国際交通論特論・演習
交通論外国文献研究

8  貿易系列
貿易理論特論・演習 貿易理論特殊研究・演習
世界経済論特論・演習 世界経済論特殊研究・演習
貿易商務論特論・演習 貿易商務論特殊研究・演習
国際ビジネス・コミュニケーション論特論・演習 国際ビジネス・コミュニケーション論特殊研究・演習
国際ビジネス交渉論特論・演習 国際ビジネス交渉論特殊研究・演習
貿易論外国文献研究

特別外国文献研究
ドイツ語経済文献研究 
フランス語経済文献研究

系列共通研究
実践商学特論 実践商学研究
技術経営特講
特別テーマ研究特論

3  経営系列
生産管理論特論・演習 生産管理論特殊研究・演習
経営情報システム論特論・演習 経営情報システム論特殊研究・演習
情報管理論特論・演習 情報管理論特殊研究・演習
経営哲学特論・演習 経営哲学特殊研究・演習
クリエイティブ・ビジネス論特論・演習 クリエイティブ・ビジネス論特殊研究・演習
経営戦略論特論
経営学外国文献研究

4  会計系列
財務会計論特論 原価計算論特殊研究・演習
原価計算論特論・演習 意思決定会計論特殊研究・演習
意思決定会計論特論・演習 業績管理会計論特殊研究
業績管理会計論特論 監査論特殊研究・演習
監査論特論・演習 国際会計論特殊研究・演習
国際会計論特論・演習 会計情報論特殊研究・演習
会計情報論特論・演習 租税法特殊研究・演習
租税法特論・演習
企業評価論特論・演習
会計学外国文献研究
※ 2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

専 攻

商学専攻においては、専攻を経済、商
業、経営、会計、金融・証券、保険、交通、
貿易の8つの系列に大別し、それぞれの
領域において優れた研究実績を有する
教員を配置の上、研究指導にあたります。

■ アプライド・エコノミクスコース
■ マーケティングコース
■ マネジメントコース
■ アカウンティングコース
■ ファイナンス＆インシュアランスコース
■ グローバル・ビジネスコース
■ クリエイティブ・ビジネスコース

商
学
部

商
学
研
究
科

1

2

3

4

5

6

7

8

経済系列

商業系列

経営系列

会計系列

金融･証券系列

保険系列

交通系列

貿易系列

商学部の7つのコース群が、
8つの系列に大別される

事務取扱時間 （グローバルフロント5F）
平　日

▲

09：00～11：30／12：30～18：00　土曜日

▲

09：00～12：30　電話

▲

03-3296-4704　Mail

▲

shoken@mics.meiji.ac.jp
※休業期間やイベント等により事務取扱時間は変更となる場合があります。
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2022年度 修士論文テーマ
課程博士
学位の種類 論文タイトル 授与年度
博士（商学） 企業の設備投資に諸要因が与える影響の定量的分析 2018年度
博士（商学） 経済の金融化のもとで進行したわが国会計制度の諸問題に関する一考察 2018年度
博士（商学） 経営倫理の理論と実践 ―医療法人における統合アプローチ― 2018年度

博士（商学） A STUDY ON REGIONAL ECONOMIC INTEGRATION AND STRUCTURAL TRANSFORMATION: 
THE SOUTHEAST ASIAN MODEL AND ITS IMPLICATIONS FOR THE SOUTHERN AFRICAN REGION 2018年度

博士（商学） 非定常時系列データとVARモデルによる金融政策の有効性の分析 2019年度
博士（商学） 企業の流動性資産保有に関する実証分析 2019年度
博士（商学） オムニチャネル小売業の流通プロセスにおけるロジスティクス統合 2019年度
博士（商学） マーケティングにおけるエンゲージメントの理論と実証 2019年度
博士（商学） 機関投資家のエンゲージメントに関する研究 ―エージェンシー理論からスチュワードシップ理論へ― 2019年度
博士（商学） 中国における経済発展と農業問題に関する研究 2020年度
博士（商学） ファインケミカル企業における研究開発成果分析モデルの研究 2020年度
博士（商学） リスクマネジメント意思決定への多様なリスク感性の活用にむけて ─理論仮説の構築─ 2020年度
博士（商学） 人工知能システムの開発と利用に関わる組織の社会責任：ICTプロフェッショナリズムを中心に 2021年度
博士（商学） 中国の地域格差に関する実証分析 2022年度

論文博士

博士（商学） 情報コミュニケーションに焦点を当てたワークモチベーションの組織心理学的研究 2021年度

商学研究科 Graduate School of Commerce

近年の博士学位授与

▲

生産財・機械メーカーにおける高付加価値経営 ― 経営戦略要件と実践知考察 ― 

▲

個人消費者のキャッシュレス決済に対する態度  
― 現状理解と普及に向けた提言のための国際比較研究 ―

▲

若者の雇用改善による結婚促進効果の実証分析

▲

大学生のキャッシュレス決済利用に関する共分散構造分析

▲

日本国内の教育を対象とした人的資本理論に基づく経済的分析  
―教育の収益率と学力への影響要因に着目して―

▲

世界銀行データを用いたコロナ禍における企業の退出行動分析  
―イタリア、ドイツ、キプロス、アルバニア―

▲

19世紀中葉から第一次世界大戦前期における 
イギリスを中心とした国際情報通信網形成に関する一考察 
―海底電信ケーブル網と国際通信社の活動の視点より―

▲

オムニチャネルにおける顧客体験の研究

▲

ライブコマースにおける消費者の購買行動について

▲

CSR活動に対する消費者態度及び購買意欲に影響を与える要因に関する考察  
―個人的価値観に着目して―　　

▲

ニューリテールにおける生鮮食品eコマースの顧客満足度に関する実証研究  
―新型コロナ時代を背景に―

▲

異なる動機が購買意欲と本体商品への受容性に与える影響 ―特定保健用食品を例に―  

▲

CGMにおけるゲーム関連UGCの創作動機について  
―動画共有サイトを対象として―

▲

ポップアップ・ストアにおける経験が消費者の購買意図に与える影響

▲

サブスクリプションにおける無料トライアルが消費者行動に与える影響について  
―音楽ストリーミングサービスを対象に―

▲

日本の製造業用ロボットの国際競争力 ―産業成長過程にみる技術と市場の相互作用―

▲

低エネルギー化と高エントロピー化の視点に基づく 
中国のインターネット・ショッピングの優位性に関する研究

▲

生産管理システムにおける同期化計画に関する研究

▲

ブランド会計の一考察 ―英国ブランド論争とFRS第10号―

▲

わが国における退職給付会計の開示に関する一考察

▲

各国リース会計基準の国際化に関する一考察  
―日本、米国及び国際、中国のリース会計基準制度上の比較―

▲

コーポレート・ガバナンスと企業の不祥事 ―台湾企業の事例を中心に―

▲

被災経験と家計分野における災害保険の普及について ―日本における実証研究―

▲

東アジア地域協力における環境協力の意義

▲

中国多国籍企業における逆知識移転の過程に関する研究 ―吉利のケースを中心に―

▲

中国新エネルギー自動車産業の競争力分析  
―EV産業を中心とした中米比較の視点から―

▲

地域中小企業の海外進出の課題と対策 ―日中の製造業の中小企業の比較―

▲

日本企業の英語化 ―英語化の「現実」「変化」「流れ」― 
The Linga Franca of Japanese Companies 
―An Analysis on Its Reality, Transformation and Direction―

研究を深化させる理想的な環境

周 子怡
ZHOU Ziyi

商学専攻
博士前期課程 2年

院生からのメッセージ

　私は大学時代に商学部に所属し、流通マーケティング分
野を中心に学びましたが、学部での学びをさらに深めるた
め、大学院への進学を決意しました。現在、サービスマーケ
ティングに関する研究をしています。大学院は個人が自由
に使える時間が多いというのが特徴なので、時間をどのよ
うに有意義に使うのかを考える必要があります。また、大
学院で身につける専門性、論理的思考力、批判的な視点、考
えを自分の言葉で表現する能力は、社会人としての大きな
武器になると思います。
　明治大学大学院の授業では、文献講読や学生の研究発表
が少人数制で行われ、資料の作成や発表を通して研究者と
して必要なスキルを磨くことができます。そして研究と密
接に関わる分野を集中的に勉強しつつ、様々な方から助言

を頂くことができます。また明治大学では、各専門図書・
データベースが極めて充実しており、研究の手がかりを得
ることができる理想的な環境が整っていると実感します。

教員情報　P.033

 菊池 一夫 教授 師事している教員は？

菊池一夫教授の研究室では、小売マーケティングに関する講義
や文献の講読、個人研究報告などを行っています。また、研究に迷っ
たときはいつも先生から適宜アドバイスがありました。そこで得
られた意見は自らの研究を進めていく上で大変役立っています。

安心して研究できる場所

王 暁芸
WANG Xiaoyi

商学専攻
博士後期課程 3年

博士後期課程 Doctoral Program

　自分の専門について深く研究し、自分の価値を高めるた
めに、明治大学商学研究科博士後期課程に進学を決めまし
た。博士前期課程で、サービスとブランディングに関する
研究をしました。その時、指導教授の高橋昭夫先生から学
内選考という入試制度を紹介いただき、前期課程修了まで
に論文２本を商学研究論集に投稿し、出願しました。博士
後期課程進学後は、高橋研究室でサービスマーケティング
におけるブランドについて研究を続けています。
　前期課程と比べて、後期課程では自主性と独自性が一層
求められます。自分の研究を進めるために、多くの文献を
読んで、知識を蓄積しなければなりません。毎週実施され
る研究会で指導教授から貴重なアドバイスをいただき、同
研究室の学生と一緒に交流することができます。多様な研

究テーマを持つ学生による貴重な報告があり、幅広い知識
を修得しました。また、学生が研究に専念するために、RA

や助手制度など、経済支援制度があります。そういった充
実した支援制度のおかげで、安心して研究を行うことがで
きます。

教員情報　P.033

 高橋 昭夫 教授 師事している教員は？

サービスとブランドを専門とする高橋昭夫教授に指導を受け
ています。研究室では、主に定量分析方法を用いて論文を作成し
ますので、マーケティングリサーチに関する知識を学ぶことは必
要です。先生は非常に優しくて、学生の研究について、いつも全力
で支援してくれます。また、研究室の雰囲気は非常に良いと思い
ます。

自身の「可能性」を発見できる場所としての大学院

山崎 竜弥
YAMAZAKI Tatsuya

商学専攻
博士後期課程
2022年3月修了

博士後期課程 Doctoral Program

　学部時代からお世話になっている村田潔先生（「経営情
報システム論」担当）の講義とゼミナールを受講して、大学
院の進学を決めました。また、博士前期課程の授業を通し
て更に深く研究をしたいと思い、博士後期課程にも進学し
ました。大学院生時代はなかなか思うようにアウトプット
がうまくできず挫けそうになることもありましたが、商学
研究科の先生方と事務職員の方々の手厚いサポートのお
陰で無事博士学位を取得することができました。明治大学
には「大学院生学会研究発表助成」制度があり、遠方の場所
での学会報告であっても交通費と学会発表登録料が助成
されるため、学会活動を通して実績を積み重ねたかった私
にとって非常にありがたい制度でした。またそれ以外にも、
博士後期課程では助手やRAとして勤務をすることができ、

金銭的な面でも大学院から支援を受けることができました。
大学院生時代は不安なこともあると思いますが、日々の研
究を通して是非自分自身の「可能性」を発見して、次のステッ
プへ進むための自信を身に付けてほしいと思います。

教員情報　P.034

 村田 潔 教授 師事していた教員は？

組織情報倫理をご専門とされている村田潔先生に師事してい
ました。商学・経営学をベースに、AIなど最先端 ICTの利用から生
じる倫理的課題について研究をしていました。成果として求めら
れていたのは非常に高度なものでしたが、沢山のご指導をいただ
くことができ、大変充実した研究生活を送ることができました。

多大なサポートをしてくれる豊かな環境

孫 玄京
SON Hyunkyung

商学専攻
博士前期課程
2022年3月修了

修了生からのメッセージ

博士前期課程 Master’s Program博士前期課程 Master’s Program

教員情報　P.036

 中林 真理子 教授 師事していた教員は？

保険とリスクマネジメントを研究テーマとした研究室です。中
林先生ご自身は、企業を取り巻くリスクの一つとして企業倫理に
関わる問題を捉え、その発生原因となる人の行為に関係するハザー
ドについて分析し、対応策について考察しています。近年は金融
消費者保護が授業で取り扱われました。

　“私をサポートしてくれる環境”で知見を得たく、明治大
学に入学しました。明治大学の外国人留学生に向けた日本
語論文の個別添削指導から『研究調査プログラム』の助成
等、豊かな支援のおかげで新型コロナウイルス感染症の影
響下にもかかわらず、不自由なく、自分の研究から知見を
得られました。実証研究の仮説検証に経済的負担を感じま
したが、『研究調査プログラム』という支援のおかげでその
負担が減り、修士学位請求論文の執筆と並行し、外国人留
学生を対象とした懸賞論文コンテスト（FALIA）にも参加し、
受賞することもできました。日本語添削指導があったから
こそ、論文で使われる用語を添削いただき、品のある論文
ができました。
　言語の壁を乗り越えて、より高いクオリティの実証研究

ができ、研究者としての道を歩きながらグローバルな知見
を得られました。新型コロナウイルス感染症影響下の学生
生活でしたが、明治大学の学生であったからこそ、自分の
人生でもっとも豊かな瞬間になったと思います。
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2022年度 修士論文テーマ
課程博士
学位の種類 論文タイトル 授与年度
博士（商学） 企業の設備投資に諸要因が与える影響の定量的分析 2018年度
博士（商学） 経済の金融化のもとで進行したわが国会計制度の諸問題に関する一考察 2018年度
博士（商学） 経営倫理の理論と実践 ―医療法人における統合アプローチ― 2018年度

博士（商学） A STUDY ON REGIONAL ECONOMIC INTEGRATION AND STRUCTURAL TRANSFORMATION: 
THE SOUTHEAST ASIAN MODEL AND ITS IMPLICATIONS FOR THE SOUTHERN AFRICAN REGION 2018年度

博士（商学） 非定常時系列データとVARモデルによる金融政策の有効性の分析 2019年度
博士（商学） 企業の流動性資産保有に関する実証分析 2019年度
博士（商学） オムニチャネル小売業の流通プロセスにおけるロジスティクス統合 2019年度
博士（商学） マーケティングにおけるエンゲージメントの理論と実証 2019年度
博士（商学） 機関投資家のエンゲージメントに関する研究 ―エージェンシー理論からスチュワードシップ理論へ― 2019年度
博士（商学） 中国における経済発展と農業問題に関する研究 2020年度
博士（商学） ファインケミカル企業における研究開発成果分析モデルの研究 2020年度
博士（商学） リスクマネジメント意思決定への多様なリスク感性の活用にむけて ─理論仮説の構築─ 2020年度
博士（商学） 人工知能システムの開発と利用に関わる組織の社会責任：ICTプロフェッショナリズムを中心に 2021年度
博士（商学） 中国の地域格差に関する実証分析 2022年度

論文博士

博士（商学） 情報コミュニケーションに焦点を当てたワークモチベーションの組織心理学的研究 2021年度

商学研究科 Graduate School of Commerce

近年の博士学位授与

▲

生産財・機械メーカーにおける高付加価値経営 ― 経営戦略要件と実践知考察 ― 

▲

個人消費者のキャッシュレス決済に対する態度  
― 現状理解と普及に向けた提言のための国際比較研究 ―

▲

若者の雇用改善による結婚促進効果の実証分析

▲

大学生のキャッシュレス決済利用に関する共分散構造分析

▲

日本国内の教育を対象とした人的資本理論に基づく経済的分析  
―教育の収益率と学力への影響要因に着目して―

▲

世界銀行データを用いたコロナ禍における企業の退出行動分析  
―イタリア、ドイツ、キプロス、アルバニア―

▲

19世紀中葉から第一次世界大戦前期における 
イギリスを中心とした国際情報通信網形成に関する一考察 
―海底電信ケーブル網と国際通信社の活動の視点より―

▲

オムニチャネルにおける顧客体験の研究

▲

ライブコマースにおける消費者の購買行動について

▲

CSR活動に対する消費者態度及び購買意欲に影響を与える要因に関する考察  
―個人的価値観に着目して―　　

▲

ニューリテールにおける生鮮食品eコマースの顧客満足度に関する実証研究  
―新型コロナ時代を背景に―

▲

異なる動機が購買意欲と本体商品への受容性に与える影響 ―特定保健用食品を例に―  

▲

CGMにおけるゲーム関連UGCの創作動機について  
―動画共有サイトを対象として―

▲

ポップアップ・ストアにおける経験が消費者の購買意図に与える影響

▲

サブスクリプションにおける無料トライアルが消費者行動に与える影響について  
―音楽ストリーミングサービスを対象に―

▲

日本の製造業用ロボットの国際競争力 ―産業成長過程にみる技術と市場の相互作用―

▲

低エネルギー化と高エントロピー化の視点に基づく 
中国のインターネット・ショッピングの優位性に関する研究

▲

生産管理システムにおける同期化計画に関する研究

▲

ブランド会計の一考察 ―英国ブランド論争とFRS第10号―

▲

わが国における退職給付会計の開示に関する一考察

▲

各国リース会計基準の国際化に関する一考察  
―日本、米国及び国際、中国のリース会計基準制度上の比較―

▲

コーポレート・ガバナンスと企業の不祥事 ―台湾企業の事例を中心に―

▲

被災経験と家計分野における災害保険の普及について ―日本における実証研究―

▲

東アジア地域協力における環境協力の意義

▲

中国多国籍企業における逆知識移転の過程に関する研究 ―吉利のケースを中心に―

▲

中国新エネルギー自動車産業の競争力分析  
―EV産業を中心とした中米比較の視点から―

▲

地域中小企業の海外進出の課題と対策 ―日中の製造業の中小企業の比較―

▲

日本企業の英語化 ―英語化の「現実」「変化」「流れ」― 
The Linga Franca of Japanese Companies 
―An Analysis on Its Reality, Transformation and Direction―

研究を深化させる理想的な環境

周 子怡
ZHOU Ziyi

商学専攻
博士前期課程 2年

院生からのメッセージ

　私は大学時代に商学部に所属し、流通マーケティング分
野を中心に学びましたが、学部での学びをさらに深めるた
め、大学院への進学を決意しました。現在、サービスマーケ
ティングに関する研究をしています。大学院は個人が自由
に使える時間が多いというのが特徴なので、時間をどのよ
うに有意義に使うのかを考える必要があります。また、大
学院で身につける専門性、論理的思考力、批判的な視点、考
えを自分の言葉で表現する能力は、社会人としての大きな
武器になると思います。
　明治大学大学院の授業では、文献講読や学生の研究発表
が少人数制で行われ、資料の作成や発表を通して研究者と
して必要なスキルを磨くことができます。そして研究と密
接に関わる分野を集中的に勉強しつつ、様々な方から助言

を頂くことができます。また明治大学では、各専門図書・
データベースが極めて充実しており、研究の手がかりを得
ることができる理想的な環境が整っていると実感します。

教員情報　P.033

 菊池 一夫 教授 師事している教員は？

菊池一夫教授の研究室では、小売マーケティングに関する講義
や文献の講読、個人研究報告などを行っています。また、研究に迷っ
たときはいつも先生から適宜アドバイスがありました。そこで得
られた意見は自らの研究を進めていく上で大変役立っています。

安心して研究できる場所

王 暁芸
WANG Xiaoyi

商学専攻
博士後期課程 3年

博士後期課程 Doctoral Program

　自分の専門について深く研究し、自分の価値を高めるた
めに、明治大学商学研究科博士後期課程に進学を決めまし
た。博士前期課程で、サービスとブランディングに関する
研究をしました。その時、指導教授の高橋昭夫先生から学
内選考という入試制度を紹介いただき、前期課程修了まで
に論文２本を商学研究論集に投稿し、出願しました。博士
後期課程進学後は、高橋研究室でサービスマーケティング
におけるブランドについて研究を続けています。
　前期課程と比べて、後期課程では自主性と独自性が一層
求められます。自分の研究を進めるために、多くの文献を
読んで、知識を蓄積しなければなりません。毎週実施され
る研究会で指導教授から貴重なアドバイスをいただき、同
研究室の学生と一緒に交流することができます。多様な研

究テーマを持つ学生による貴重な報告があり、幅広い知識
を修得しました。また、学生が研究に専念するために、RA

や助手制度など、経済支援制度があります。そういった充
実した支援制度のおかげで、安心して研究を行うことがで
きます。

教員情報　P.033

 高橋 昭夫 教授 師事している教員は？

サービスとブランドを専門とする高橋昭夫教授に指導を受け
ています。研究室では、主に定量分析方法を用いて論文を作成し
ますので、マーケティングリサーチに関する知識を学ぶことは必
要です。先生は非常に優しくて、学生の研究について、いつも全力
で支援してくれます。また、研究室の雰囲気は非常に良いと思い
ます。

自身の「可能性」を発見できる場所としての大学院

山崎 竜弥
YAMAZAKI Tatsuya

商学専攻
博士後期課程
2022年3月修了

博士後期課程 Doctoral Program

　学部時代からお世話になっている村田潔先生（「経営情
報システム論」担当）の講義とゼミナールを受講して、大学
院の進学を決めました。また、博士前期課程の授業を通し
て更に深く研究をしたいと思い、博士後期課程にも進学し
ました。大学院生時代はなかなか思うようにアウトプット
がうまくできず挫けそうになることもありましたが、商学
研究科の先生方と事務職員の方々の手厚いサポートのお
陰で無事博士学位を取得することができました。明治大学
には「大学院生学会研究発表助成」制度があり、遠方の場所
での学会報告であっても交通費と学会発表登録料が助成
されるため、学会活動を通して実績を積み重ねたかった私
にとって非常にありがたい制度でした。またそれ以外にも、
博士後期課程では助手やRAとして勤務をすることができ、

金銭的な面でも大学院から支援を受けることができました。
大学院生時代は不安なこともあると思いますが、日々の研
究を通して是非自分自身の「可能性」を発見して、次のステッ
プへ進むための自信を身に付けてほしいと思います。

教員情報　P.034

 村田 潔 教授 師事していた教員は？

組織情報倫理をご専門とされている村田潔先生に師事してい
ました。商学・経営学をベースに、AIなど最先端 ICTの利用から生
じる倫理的課題について研究をしていました。成果として求めら
れていたのは非常に高度なものでしたが、沢山のご指導をいただ
くことができ、大変充実した研究生活を送ることができました。

多大なサポートをしてくれる豊かな環境

孫 玄京
SON Hyunkyung

商学専攻
博士前期課程
2022年3月修了

修了生からのメッセージ

博士前期課程 Master’s Program博士前期課程 Master’s Program

教員情報　P.036

 中林 真理子 教授 師事していた教員は？

保険とリスクマネジメントを研究テーマとした研究室です。中
林先生ご自身は、企業を取り巻くリスクの一つとして企業倫理に
関わる問題を捉え、その発生原因となる人の行為に関係するハザー
ドについて分析し、対応策について考察しています。近年は金融
消費者保護が授業で取り扱われました。

　“私をサポートしてくれる環境”で知見を得たく、明治大
学に入学しました。明治大学の外国人留学生に向けた日本
語論文の個別添削指導から『研究調査プログラム』の助成
等、豊かな支援のおかげで新型コロナウイルス感染症の影
響下にもかかわらず、不自由なく、自分の研究から知見を
得られました。実証研究の仮説検証に経済的負担を感じま
したが、『研究調査プログラム』という支援のおかげでその
負担が減り、修士学位請求論文の執筆と並行し、外国人留
学生を対象とした懸賞論文コンテスト（FALIA）にも参加し、
受賞することもできました。日本語添削指導があったから
こそ、論文で使われる用語を添削いただき、品のある論文
ができました。
　言語の壁を乗り越えて、より高いクオリティの実証研究

ができ、研究者としての道を歩きながらグローバルな知見
を得られました。新型コロナウイルス感染症影響下の学生
生活でしたが、明治大学の学生であったからこそ、自分の
人生でもっとも豊かな瞬間になったと思います。
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2022年度 修士論文テーマ
課程博士
学位の種類 論文タイトル 授与年度
博士（商学） 企業の設備投資に諸要因が与える影響の定量的分析 2018年度
博士（商学） 経済の金融化のもとで進行したわが国会計制度の諸問題に関する一考察 2018年度
博士（商学） 経営倫理の理論と実践 ―医療法人における統合アプローチ― 2018年度

博士（商学） A STUDY ON REGIONAL ECONOMIC INTEGRATION AND STRUCTURAL TRANSFORMATION: 
THE SOUTHEAST ASIAN MODEL AND ITS IMPLICATIONS FOR THE SOUTHERN AFRICAN REGION 2018年度

博士（商学） 非定常時系列データとVARモデルによる金融政策の有効性の分析 2019年度
博士（商学） 企業の流動性資産保有に関する実証分析 2019年度
博士（商学） オムニチャネル小売業の流通プロセスにおけるロジスティクス統合 2019年度
博士（商学） マーケティングにおけるエンゲージメントの理論と実証 2019年度
博士（商学） 機関投資家のエンゲージメントに関する研究 ―エージェンシー理論からスチュワードシップ理論へ― 2019年度
博士（商学） 中国における経済発展と農業問題に関する研究 2020年度
博士（商学） ファインケミカル企業における研究開発成果分析モデルの研究 2020年度
博士（商学） リスクマネジメント意思決定への多様なリスク感性の活用にむけて ─理論仮説の構築─ 2020年度
博士（商学） 人工知能システムの開発と利用に関わる組織の社会責任：ICTプロフェッショナリズムを中心に 2021年度
博士（商学） 中国の地域格差に関する実証分析 2022年度

論文博士

博士（商学） 情報コミュニケーションに焦点を当てたワークモチベーションの組織心理学的研究 2021年度

商学研究科 Graduate School of Commerce

近年の博士学位授与

▲

生産財・機械メーカーにおける高付加価値経営 ― 経営戦略要件と実践知考察 ― 

▲

個人消費者のキャッシュレス決済に対する態度  
― 現状理解と普及に向けた提言のための国際比較研究 ―

▲

若者の雇用改善による結婚促進効果の実証分析

▲

大学生のキャッシュレス決済利用に関する共分散構造分析

▲

日本国内の教育を対象とした人的資本理論に基づく経済的分析  
―教育の収益率と学力への影響要因に着目して―

▲

世界銀行データを用いたコロナ禍における企業の退出行動分析  
―イタリア、ドイツ、キプロス、アルバニア―

▲

19世紀中葉から第一次世界大戦前期における 
イギリスを中心とした国際情報通信網形成に関する一考察 
―海底電信ケーブル網と国際通信社の活動の視点より―

▲

オムニチャネルにおける顧客体験の研究

▲

ライブコマースにおける消費者の購買行動について

▲

CSR活動に対する消費者態度及び購買意欲に影響を与える要因に関する考察  
―個人的価値観に着目して―　　

▲

ニューリテールにおける生鮮食品eコマースの顧客満足度に関する実証研究  
―新型コロナ時代を背景に―

▲

異なる動機が購買意欲と本体商品への受容性に与える影響 ―特定保健用食品を例に―  

▲

CGMにおけるゲーム関連UGCの創作動機について  
―動画共有サイトを対象として―

▲

ポップアップ・ストアにおける経験が消費者の購買意図に与える影響

▲

サブスクリプションにおける無料トライアルが消費者行動に与える影響について  
―音楽ストリーミングサービスを対象に―

▲

日本の製造業用ロボットの国際競争力 ―産業成長過程にみる技術と市場の相互作用―

▲

低エネルギー化と高エントロピー化の視点に基づく 
中国のインターネット・ショッピングの優位性に関する研究

▲

生産管理システムにおける同期化計画に関する研究

▲

ブランド会計の一考察 ―英国ブランド論争とFRS第10号―

▲

わが国における退職給付会計の開示に関する一考察

▲

各国リース会計基準の国際化に関する一考察  
―日本、米国及び国際、中国のリース会計基準制度上の比較―

▲

コーポレート・ガバナンスと企業の不祥事 ―台湾企業の事例を中心に―

▲

被災経験と家計分野における災害保険の普及について ―日本における実証研究―

▲

東アジア地域協力における環境協力の意義

▲

中国多国籍企業における逆知識移転の過程に関する研究 ―吉利のケースを中心に―

▲

中国新エネルギー自動車産業の競争力分析  
―EV産業を中心とした中米比較の視点から―

▲

地域中小企業の海外進出の課題と対策 ―日中の製造業の中小企業の比較―

▲

日本企業の英語化 ―英語化の「現実」「変化」「流れ」― 
The Linga Franca of Japanese Companies 
―An Analysis on Its Reality, Transformation and Direction―

研究を深化させる理想的な環境

周 子怡
ZHOU Ziyi

商学専攻
博士前期課程 2年

院生からのメッセージ

　私は大学時代に商学部に所属し、流通マーケティング分
野を中心に学びましたが、学部での学びをさらに深めるた
め、大学院への進学を決意しました。現在、サービスマーケ
ティングに関する研究をしています。大学院は個人が自由
に使える時間が多いというのが特徴なので、時間をどのよ
うに有意義に使うのかを考える必要があります。また、大
学院で身につける専門性、論理的思考力、批判的な視点、考
えを自分の言葉で表現する能力は、社会人としての大きな
武器になると思います。
　明治大学大学院の授業では、文献講読や学生の研究発表
が少人数制で行われ、資料の作成や発表を通して研究者と
して必要なスキルを磨くことができます。そして研究と密
接に関わる分野を集中的に勉強しつつ、様々な方から助言

を頂くことができます。また明治大学では、各専門図書・
データベースが極めて充実しており、研究の手がかりを得
ることができる理想的な環境が整っていると実感します。

教員情報　P.033

 菊池 一夫 教授 師事している教員は？

菊池一夫教授の研究室では、小売マーケティングに関する講義
や文献の講読、個人研究報告などを行っています。また、研究に迷っ
たときはいつも先生から適宜アドバイスがありました。そこで得
られた意見は自らの研究を進めていく上で大変役立っています。

安心して研究できる場所

王 暁芸
WANG Xiaoyi

商学専攻
博士後期課程 3年

博士後期課程 Doctoral Program

　自分の専門について深く研究し、自分の価値を高めるた
めに、明治大学商学研究科博士後期課程に進学を決めまし
た。博士前期課程で、サービスとブランディングに関する
研究をしました。その時、指導教授の高橋昭夫先生から学
内選考という入試制度を紹介いただき、前期課程修了まで
に論文２本を商学研究論集に投稿し、出願しました。博士
後期課程進学後は、高橋研究室でサービスマーケティング
におけるブランドについて研究を続けています。
　前期課程と比べて、後期課程では自主性と独自性が一層
求められます。自分の研究を進めるために、多くの文献を
読んで、知識を蓄積しなければなりません。毎週実施され
る研究会で指導教授から貴重なアドバイスをいただき、同
研究室の学生と一緒に交流することができます。多様な研

究テーマを持つ学生による貴重な報告があり、幅広い知識
を修得しました。また、学生が研究に専念するために、RA

や助手制度など、経済支援制度があります。そういった充
実した支援制度のおかげで、安心して研究を行うことがで
きます。

教員情報　P.033

 高橋 昭夫 教授 師事している教員は？

サービスとブランドを専門とする高橋昭夫教授に指導を受け
ています。研究室では、主に定量分析方法を用いて論文を作成し
ますので、マーケティングリサーチに関する知識を学ぶことは必
要です。先生は非常に優しくて、学生の研究について、いつも全力
で支援してくれます。また、研究室の雰囲気は非常に良いと思い
ます。

自身の「可能性」を発見できる場所としての大学院

山崎 竜弥
YAMAZAKI Tatsuya

商学専攻
博士後期課程
2022年3月修了

博士後期課程 Doctoral Program

　学部時代からお世話になっている村田潔先生（「経営情
報システム論」担当）の講義とゼミナールを受講して、大学
院の進学を決めました。また、博士前期課程の授業を通し
て更に深く研究をしたいと思い、博士後期課程にも進学し
ました。大学院生時代はなかなか思うようにアウトプット
がうまくできず挫けそうになることもありましたが、商学
研究科の先生方と事務職員の方々の手厚いサポートのお
陰で無事博士学位を取得することができました。明治大学
には「大学院生学会研究発表助成」制度があり、遠方の場所
での学会報告であっても交通費と学会発表登録料が助成
されるため、学会活動を通して実績を積み重ねたかった私
にとって非常にありがたい制度でした。またそれ以外にも、
博士後期課程では助手やRAとして勤務をすることができ、

金銭的な面でも大学院から支援を受けることができました。
大学院生時代は不安なこともあると思いますが、日々の研
究を通して是非自分自身の「可能性」を発見して、次のステッ
プへ進むための自信を身に付けてほしいと思います。

教員情報　P.034

 村田 潔 教授 師事していた教員は？

組織情報倫理をご専門とされている村田潔先生に師事してい
ました。商学・経営学をベースに、AIなど最先端 ICTの利用から生
じる倫理的課題について研究をしていました。成果として求めら
れていたのは非常に高度なものでしたが、沢山のご指導をいただ
くことができ、大変充実した研究生活を送ることができました。

多大なサポートをしてくれる豊かな環境

孫 玄京
SON Hyunkyung

商学専攻
博士前期課程
2022年3月修了

修了生からのメッセージ

博士前期課程 Master’s Program博士前期課程 Master’s Program

教員情報　P.036

 中林 真理子 教授 師事していた教員は？

保険とリスクマネジメントを研究テーマとした研究室です。中
林先生ご自身は、企業を取り巻くリスクの一つとして企業倫理に
関わる問題を捉え、その発生原因となる人の行為に関係するハザー
ドについて分析し、対応策について考察しています。近年は金融
消費者保護が授業で取り扱われました。

　“私をサポートしてくれる環境”で知見を得たく、明治大
学に入学しました。明治大学の外国人留学生に向けた日本
語論文の個別添削指導から『研究調査プログラム』の助成
等、豊かな支援のおかげで新型コロナウイルス感染症の影
響下にもかかわらず、不自由なく、自分の研究から知見を
得られました。実証研究の仮説検証に経済的負担を感じま
したが、『研究調査プログラム』という支援のおかげでその
負担が減り、修士学位請求論文の執筆と並行し、外国人留
学生を対象とした懸賞論文コンテスト（FALIA）にも参加し、
受賞することもできました。日本語添削指導があったから
こそ、論文で使われる用語を添削いただき、品のある論文
ができました。
　言語の壁を乗り越えて、より高いクオリティの実証研究

ができ、研究者としての道を歩きながらグローバルな知見
を得られました。新型コロナウイルス感染症影響下の学生
生活でしたが、明治大学の学生であったからこそ、自分の
人生でもっとも豊かな瞬間になったと思います。
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商学研究科 Graduate School of Commerce

商学研究科では同一職種の勤務経験が25年以上、入学時点で60歳以上の者に出願資格を限定した、「シニア入試」を実施しています。
このシニア入試の目的は、長年の職業経験を新たな「実践知」の「創造」に結び付け、次世代に「伝承」しようとする、意欲あるシニア層の研究を支援する
点にあります。

シニア入試のWebサイト
（入試の概要や院生の声を公開しています。）
http://www.meiji.ac.jp/dai_in/commerce/admission-senior.html

学内選考入試のWebサイト
（入試の概要や院生の声を公開しています。）
http://www.meiji.ac.jp/dai_in/commerce/admission-gakunai.html

「実践知」の「創造」と「伝承」　―貴方の歩んできた道を次世代に―

教員一覧

千田 亮吉
CHIDA  Ryokichi

教授
研究
分野 マクロ経済の実証分析

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】経済理論
特論・演習／経済理論特殊研究・演習　【研究テーマ】経済モ
デルによる政策評価　【主な著書・論文】『行動経済学の理論と
実証』（共編著・勁草書房・2010年）／『企業行動の動学モデル』
（共著・多賀出版・2006年）／「1990年代以降の財政政策の効
果」（『社会経済研究』No.55・2007年）

水野 勝之
MIZUNO  Katsushi

博士（商学）
教授

研究
分野 計量経済学

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】計量経済学
特論・演習／計量経済学特殊研究・演習　【研究テーマ】経済
変動モデルの実証的研究　【主な著書・論文】『新行動経済学
読本─地域活性化への行動経済学の利用法─』（共著・2021
年・明大出版会）／『基本経済学視点で読み解くアベノミクスの
功罪』（2021年・中央経済社）／「需要曲線を描く一試行」（『経
済教育』39号・2020年）／『コロナ時代の経済復興─専門家
40人からの明日への緊急提案─』（共編著・2020年・創成社）／
『林業の計量経済分析』（共著・2019年・五弦舎）

畑農 鋭矢
HATANO  Toshiya

博士（経済学）
教授

研究
分野

財政学・公共経済学／
応用計量経済学

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】財政学特論・演
習／財政学特殊研究・演習　【研究テーマ】公的部門の経済活
動と経済効果に関する実証研究　【主な著書・論文】『データ分
析をマスターする12のレッスン　新版』（共著・有斐閣・2022年）
／「財政の持続可能性とは何か？」（共著・財務省『フィナンシャ
ル・レビュー』近刊・2022年）／『財政学をつかむ［新版］』（共著・
有斐閣・2015年）／『財政赤字と財政運営の経済分析』（有斐
閣・2009年）

山田 知明
YAMADA  Tomoaki

博士（経済学）
教授

研究
分野 Inequality in Macroeconomics

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】経済政策論特論・
演習／経済政策論特殊研究・演習　【研究テーマ】Heterogeneity 
in Macroeconomics　【主な著書・論文】“Achieving Fiscal 
Balance in Japan (with S. Imrohoroglu and S. Kitao),” 
International Economic Review, Vol.57, 117-154, 2016.
／ “Wage, Income and Consumption Inequality in 
Japan, 1981-2008: from Boom to Lost Decades (with J. 
Lise, N. Sudo, M. Suzuki and K. Yamada),” Review of 
Economic Dynamics, Vol. 17, 582-612, 2014.

1 経 済 系 列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

熊澤 喜章
KUMAZAWA  Yoshiaki

教授
研究
分野 中小企業の国際比較・歴史研究

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】中小企業論特
論・演習／中小企業論特殊研究・演習　【研究テーマ】日英にお
ける中小工業の存在形態の歴史研究　【主な著書・論文】「貴
婦人ゴディヴァの伝説とコヴェントリ」「コヴェントリ小史」『明
大商学論叢』第100巻第1号、第2号（2017-8年）／「世界の工
場イギリスの中小企業」「中小企業と日本資本主義の発達」（横
井勝彦編著『日英経済史』日本経済評論社・2006年）／「イギリ
ス中小企業史研究の現状と課題」（道重一郎編著『イギリス社
会の形成史』三嶺書房・2000年）

菊池 一夫
KIKUCHI  Kazuo

博士（商学）
教授

研究
分野 小売業・卸売業のマーケティング

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】商業経営論特
論・演習／商業経営論特殊研究・演習　【研究テーマ】小売マー
ケティングに関する研究／卸売業の協業化に関する研究／サー
ビス・マーケティングに関する研究　【主な著書・論文】Chia-
Lin Hsu, Mu-Chen Chen, Kazuo Kikuchi and Ippei 
Machida (2017),“Elucidating the determinants of 
purchase intention toward social shopping sites: A 
comparative study of Taiwan and Japan,” Telematics 
and Informatics, 34(4), pp.326-338.

2 商 業 系 列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

高浜 光信
TAKAHAMA  Mitsunobu

教授
研究
分野

国際経済学／
国際マクロ経済学・国際金融論

【最終学歴】神戸大学大学院　【担当授業科目】国際経済学特
論・演習／経済学外国文献研究／国際経済学特殊研究・演習　
【研究テーマ】通貨統合、国際通貨の選択、国際通貨制度改革
に関わる理論・実証分析　【主な著書・論文】『国際金融論のエッ
センス』（共編著・文眞堂・2021年）／「通貨圏の安定性に関す
る3国モデル：最適通貨圏（OCA）理論を援用して」『同志社商
学』第70巻第6号、2019年／「ユーロ圏における最適通貨圏の
内生性問題：展開と現状」『経済学論纂』第59巻第3・4号中央
大学経済学研究会、2019年

シニアのための入学試験

「学内選考」方式による入学試験

第四の社会人人生に向けたチャージ

初心を忘れずに研究の「楽しさ」を覚えていこう

小平 紀生
KODAIRA Norio

商学専攻
博士前期課程
2023年3月修了

張 馨之
ZHANG Xinzhi

商学専攻
博士前期課程 2年

　製造業に技術者として半世紀近く在籍した後の文系へ
の進路変更でした。総合電機メーカで研究開発、新事業立
ち上げからビジネスの前線まで一通り経験した第一の社
会人人生が30年、事業部門を離れて学会、業界団体、官公庁
活動を通じて日本の産業振興に関わった第二の社会人人
生が16年、ここで痛感したのが、バブル崩壊以降長く続く
経済停滞を招いてしまった我々の世代の責任です。科学技
術・工業技術面からだけでは見えない社会の姿を知りたく
て独学で経済のつまみ食いはしたものの、やはり体系立て
て学ぼうという志で入学。第三の社会人人生へ踏み出した
という次第です。シニア入試の出願資格60歳以上、勤務経
験25年以上というのも実は気に入りました。あえて一仕事
終えた社会経験の深い実務経験者に絞っている点に、学校

側の期待とシニア学生側が期待できるところがそれとな
くあらわれています。このまま研究者として深入りするも
よし、新たな知見を持って工学者に戻るもよし、古希を過
ぎてなお社会との新鮮な関わりを満喫しつつ、次が楽しみ
になってきました。

教員情報　P.034

 富野 貴弘 教授 師事していた教員は？

製造業の経営研究に特化した富野研究室は、長年製造業の現場
経験者であっても新たな発見に遭遇する実践的な研究現場です
ので、これから社会に出る若者にも、学びなおしのシニアにもお
すすめです。新型コロナウイルス感染症禍でなければ、フィール
ドワークの現場でディスカッションを実施する場合もあります。

　明治大学商学部を卒業し、進学しました。大学院に進学
した理由は、知的好奇心にあります。学部の勉強だけで不
十分だと感じ、大学院で研究を深めると決めました。現在、
福田康典先生の指導のもと、「地域活性化」と「消費者のモ
チベーション」について研究しています。
　研究生活は苦痛だというイメージが強いかもしれませ
んが、実は楽しいです。明治大学では、大学院の授業が主に
「グローバルフロント」という建物で行われています。この
建物は全体の雰囲気が明るく、自習室、研究室など学生が
自由に使用できる空間が整備されています。大学院の授業
は少人数制で、学生が発言しやすい環境が整えられていま
す。廊下を歩くと、常に学生と先生が意見を交わす声が聞
こえてきます。学部の勉強と違い、自分の関心のある分野

を研究しているため、モチベーションが高まります。
　授業を通じて、先生や他の学生と交流する機会も増えて
います。先生方や仲間に恵まれ、自分の知りたいものを知っ
ていくのが実に楽しいです。

教員情報　P.034

 福田 康典 教授 師事している教員は？

市場の動態性、価値共創、市場調査を専門にされている福田康
典先生に指導を受けています。研修室では、マーケティングリサー
チの手法を学び、ExcelやSPSSを用い、データを定量的に処理・
分析する能力を身につけます。個性が尊重される研究室で、雰囲
気が明るく、学生は各自興味のある分野の研究を進めています。

シニア入試により入学した院生の「声」

学内選考入試により入学した院生の「声」

商学研究科では、本学４年次に在籍し、より一層研究を進めたいと希望する学生を対象として、
「学内選考」方式による入学試験を実施しています。

竹村 正明
TAKEMURA  Masaaki

Ph.D
教授

研究
分野 戦略論・研究方法論

【最終学歴】Poznań University of Economics and Business　
【担当授業科目】商業理論特論・演習／商業理論特殊研究・演習　
【研究テーマ】お金儲けをするのは、なぜ難しいのかについての
理論的研究　【 主 な 著書・論文 】Parry, Mark E., Yang 
Xiaoming, and Masaaki Takemura, (2020), “Social 
Motives for Generating Word-of-Mouth: The Case of 
Japanese Consumers,” Journal of International 
Consumer Marketing, Vol. 13 , No. 3 , pp. 9-24.

高橋 昭夫
TAKAHASHI  Akio

博士（商学）
教授

研究
分野 品質論・サービス論・ブランド論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】商品学特論・演
習／商業学外国文献研究／商品学特殊研究・演習　【研究
テーマ】インターナル・マーケティング　【主な著書・論文】『イン
ターナル・マーケティングの理論と展開』（同友館・2014年）／
『QOLとマーケティング』（編著・同友館・2008年）／『現代商品
知覚論』（同友館・2001年）／“The Role of Sister Cities’ 
Staff Exchanges in Developing Learning Cities,” 
IJERPH,Vol.12, 2015, (Co-authored).

海老名 剛
EBINA  Takeshi

博士（工学）
教授

研究
分野 産業組織論

【最終学歴】東京工業大学大学院　【担当授業科目】産業組織論
特論／演習　【研究テーマ】企業の製品差別化，合併，イノベーショ
ン戦略と競争政策　【主な著書・論文】Demand Uncertainty, 
Product Differentiation, and Entry Timing under Spatial 
Competition (joint with K. Nishide, N. Matsushima), 
European Journal of Operational Research, Vol.303(1), 
pp.286-297, 2022.



032    033    Meiji University Graduate School Meiji University Graduate School

M
eiji U

niversity G
raduate School

G
raduate School of C

om
m

erce

商
学
研
究
科

商学研究科 Graduate School of Commerce

商学研究科では同一職種の勤務経験が25年以上、入学時点で60歳以上の者に出願資格を限定した、「シニア入試」を実施しています。
このシニア入試の目的は、長年の職業経験を新たな「実践知」の「創造」に結び付け、次世代に「伝承」しようとする、意欲あるシニア層の研究を支援する
点にあります。

シニア入試のWebサイト
（入試の概要や院生の声を公開しています。）
http://www.meiji.ac.jp/dai_in/commerce/admission-senior.html

学内選考入試のWebサイト
（入試の概要や院生の声を公開しています。）
http://www.meiji.ac.jp/dai_in/commerce/admission-gakunai.html

「実践知」の「創造」と「伝承」　―貴方の歩んできた道を次世代に―

教員一覧

千田 亮吉
CHIDA  Ryokichi

教授
研究
分野 マクロ経済の実証分析

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】経済理論
特論・演習／経済理論特殊研究・演習　【研究テーマ】経済モ
デルによる政策評価　【主な著書・論文】『行動経済学の理論と
実証』（共編著・勁草書房・2010年）／『企業行動の動学モデル』
（共著・多賀出版・2006年）／「1990年代以降の財政政策の効
果」（『社会経済研究』No.55・2007年）

水野 勝之
MIZUNO  Katsushi

博士（商学）
教授

研究
分野 計量経済学

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】計量経済学
特論・演習／計量経済学特殊研究・演習　【研究テーマ】経済
変動モデルの実証的研究　【主な著書・論文】『新行動経済学
読本─地域活性化への行動経済学の利用法─』（共著・2021
年・明大出版会）／『基本経済学視点で読み解くアベノミクスの
功罪』（2021年・中央経済社）／「需要曲線を描く一試行」（『経
済教育』39号・2020年）／『コロナ時代の経済復興─専門家
40人からの明日への緊急提案─』（共編著・2020年・創成社）／
『林業の計量経済分析』（共著・2019年・五弦舎）

畑農 鋭矢
HATANO  Toshiya

博士（経済学）
教授

研究
分野

財政学・公共経済学／
応用計量経済学

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】財政学特論・演
習／財政学特殊研究・演習　【研究テーマ】公的部門の経済活
動と経済効果に関する実証研究　【主な著書・論文】『データ分
析をマスターする12のレッスン　新版』（共著・有斐閣・2022年）
／「財政の持続可能性とは何か？」（共著・財務省『フィナンシャ
ル・レビュー』近刊・2022年）／『財政学をつかむ［新版］』（共著・
有斐閣・2015年）／『財政赤字と財政運営の経済分析』（有斐
閣・2009年）

山田 知明
YAMADA  Tomoaki

博士（経済学）
教授

研究
分野 Inequality in Macroeconomics

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】経済政策論特論・
演習／経済政策論特殊研究・演習　【研究テーマ】Heterogeneity 
in Macroeconomics　【主な著書・論文】“Achieving Fiscal 
Balance in Japan (with S. Imrohoroglu and S. Kitao),” 
International Economic Review, Vol.57, 117-154, 2016.
／ “Wage, Income and Consumption Inequality in 
Japan, 1981-2008: from Boom to Lost Decades (with J. 
Lise, N. Sudo, M. Suzuki and K. Yamada),” Review of 
Economic Dynamics, Vol. 17, 582-612, 2014.

1 経済系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

熊澤 喜章
KUMAZAWA  Yoshiaki

教授
研究
分野 中小企業の国際比較・歴史研究

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】中小企業論特
論・演習／中小企業論特殊研究・演習　【研究テーマ】日英にお
ける中小工業の存在形態の歴史研究　【主な著書・論文】「貴
婦人ゴディヴァの伝説とコヴェントリ」「コヴェントリ小史」『明
大商学論叢』第100巻第1号、第2号（2017-8年）／「世界の工
場イギリスの中小企業」「中小企業と日本資本主義の発達」（横
井勝彦編著『日英経済史』日本経済評論社・2006年）／「イギリ
ス中小企業史研究の現状と課題」（道重一郎編著『イギリス社
会の形成史』三嶺書房・2000年）

菊池 一夫
KIKUCHI  Kazuo

博士（商学）
教授

研究
分野 小売業・卸売業のマーケティング

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】商業経営論特
論・演習／商業経営論特殊研究・演習　【研究テーマ】小売マー
ケティングに関する研究／卸売業の協業化に関する研究／サー
ビス・マーケティングに関する研究　【主な著書・論文】Chia-
Lin Hsu, Mu-Chen Chen, Kazuo Kikuchi and Ippei 
Machida (2017),“Elucidating the determinants of 
purchase intention toward social shopping sites: A 
comparative study of Taiwan and Japan,” Telematics 
and Informatics, 34(4), pp.326-338.

2 商業系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

高浜 光信
TAKAHAMA  Mitsunobu

教授
研究
分野

国際経済学／
国際マクロ経済学・国際金融論

【最終学歴】神戸大学大学院　【担当授業科目】国際経済学特
論・演習／経済学外国文献研究／国際経済学特殊研究・演習　
【研究テーマ】通貨統合、国際通貨の選択、国際通貨制度改革
に関わる理論・実証分析　【主な著書・論文】『国際金融論のエッ
センス』（共編著・文眞堂・2021年）／「通貨圏の安定性に関す
る3国モデル：最適通貨圏（OCA）理論を援用して」『同志社商
学』第70巻第6号、2019年／「ユーロ圏における最適通貨圏の
内生性問題：展開と現状」『経済学論纂』第59巻第3・4号中央
大学経済学研究会、2019年

シニアのための入学試験

「学内選考」方式による入学試験

第四の社会人人生に向けたチャージ

初心を忘れずに研究の「楽しさ」を覚えていこう

小平 紀生
KODAIRA Norio

商学専攻
博士前期課程
2023年3月修了

張 馨之
ZHANG Xinzhi

商学専攻
博士前期課程 2年

　製造業に技術者として半世紀近く在籍した後の文系へ
の進路変更でした。総合電機メーカで研究開発、新事業立
ち上げからビジネスの前線まで一通り経験した第一の社
会人人生が30年、事業部門を離れて学会、業界団体、官公庁
活動を通じて日本の産業振興に関わった第二の社会人人
生が16年、ここで痛感したのが、バブル崩壊以降長く続く
経済停滞を招いてしまった我々の世代の責任です。科学技
術・工業技術面からだけでは見えない社会の姿を知りたく
て独学で経済のつまみ食いはしたものの、やはり体系立て
て学ぼうという志で入学。第三の社会人人生へ踏み出した
という次第です。シニア入試の出願資格60歳以上、勤務経
験25年以上というのも実は気に入りました。あえて一仕事
終えた社会経験の深い実務経験者に絞っている点に、学校

側の期待とシニア学生側が期待できるところがそれとな
くあらわれています。このまま研究者として深入りするも
よし、新たな知見を持って工学者に戻るもよし、古希を過
ぎてなお社会との新鮮な関わりを満喫しつつ、次が楽しみ
になってきました。

教員情報　P.034

 富野 貴弘 教授 師事していた教員は？

製造業の経営研究に特化した富野研究室は、長年製造業の現場
経験者であっても新たな発見に遭遇する実践的な研究現場です
ので、これから社会に出る若者にも、学びなおしのシニアにもお
すすめです。新型コロナウイルス感染症禍でなければ、フィール
ドワークの現場でディスカッションを実施する場合もあります。

　明治大学商学部を卒業し、進学しました。大学院に進学
した理由は、知的好奇心にあります。学部の勉強だけで不
十分だと感じ、大学院で研究を深めると決めました。現在、
福田康典先生の指導のもと、「地域活性化」と「消費者のモ
チベーション」について研究しています。
　研究生活は苦痛だというイメージが強いかもしれませ
んが、実は楽しいです。明治大学では、大学院の授業が主に
「グローバルフロント」という建物で行われています。この
建物は全体の雰囲気が明るく、自習室、研究室など学生が
自由に使用できる空間が整備されています。大学院の授業
は少人数制で、学生が発言しやすい環境が整えられていま
す。廊下を歩くと、常に学生と先生が意見を交わす声が聞
こえてきます。学部の勉強と違い、自分の関心のある分野

を研究しているため、モチベーションが高まります。
　授業を通じて、先生や他の学生と交流する機会も増えて
います。先生方や仲間に恵まれ、自分の知りたいものを知っ
ていくのが実に楽しいです。

教員情報　P.034

 福田 康典 教授 師事している教員は？

市場の動態性、価値共創、市場調査を専門にされている福田康
典先生に指導を受けています。研修室では、マーケティングリサー
チの手法を学び、ExcelやSPSSを用い、データを定量的に処理・
分析する能力を身につけます。個性が尊重される研究室で、雰囲
気が明るく、学生は各自興味のある分野の研究を進めています。

シニア入試により入学した院生の「声」

学内選考入試により入学した院生の「声」

商学研究科では、本学４年次に在籍し、より一層研究を進めたいと希望する学生を対象として、
「学内選考」方式による入学試験を実施しています。

竹村 正明
TAKEMURA  Masaaki

Ph.D
教授

研究
分野 戦略論・研究方法論

【最終学歴】Poznań University of Economics and Business　
【担当授業科目】商業理論特論・演習／商業理論特殊研究・演習　
【研究テーマ】お金儲けをするのは、なぜ難しいのかについての
理論的研究　【 主 な 著書・論文 】Parry, Mark E., Yang 
Xiaoming, and Masaaki Takemura, (2020), “Social 
Motives for Generating Word-of-Mouth: The Case of 
Japanese Consumers,” Journal of International 
Consumer Marketing, Vol. 13 , No. 3 , pp. 9-24.

高橋 昭夫
TAKAHASHI  Akio

博士（商学）
教授

研究
分野 品質論・サービス論・ブランド論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】商品学特論・演
習／商業学外国文献研究／商品学特殊研究・演習　【研究
テーマ】インターナル・マーケティング　【主な著書・論文】『イン
ターナル・マーケティングの理論と展開』（同友館・2014年）／
『QOLとマーケティング』（編著・同友館・2008年）／『現代商品
知覚論』（同友館・2001年）／“The Role of Sister Cities’ 
Staff Exchanges in Developing Learning Cities,” 
IJERPH,Vol.12, 2015, (Co-authored).

海老名 剛
EBINA  Takeshi

博士（工学）
教授

研究
分野 産業組織論

【最終学歴】東京工業大学大学院　【担当授業科目】産業組織論
特論／演習　【研究テーマ】企業の製品差別化，合併，イノベーショ
ン戦略と競争政策　【主な著書・論文】Demand Uncertainty, 
Product Differentiation, and Entry Timing under Spatial 
Competition (joint with K. Nishide, N. Matsushima), 
European Journal of Operational Research, Vol.303(1), 
pp.286-297, 2022.
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商学研究科では同一職種の勤務経験が25年以上、入学時点で60歳以上の者に出願資格を限定した、「シニア入試」を実施しています。
このシニア入試の目的は、長年の職業経験を新たな「実践知」の「創造」に結び付け、次世代に「伝承」しようとする、意欲あるシニア層の研究を支援する
点にあります。

シニア入試のWebサイト
（入試の概要や院生の声を公開しています。）
http://www.meiji.ac.jp/dai_in/commerce/admission-senior.html

学内選考入試のWebサイト
（入試の概要や院生の声を公開しています。）
http://www.meiji.ac.jp/dai_in/commerce/admission-gakunai.html

「実践知」の「創造」と「伝承」　―貴方の歩んできた道を次世代に―

教員一覧

千田 亮吉
CHIDA  Ryokichi

教授
研究
分野 マクロ経済の実証分析

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】経済理論
特論・演習／経済理論特殊研究・演習　【研究テーマ】経済モ
デルによる政策評価　【主な著書・論文】『行動経済学の理論と
実証』（共編著・勁草書房・2010年）／『企業行動の動学モデル』
（共著・多賀出版・2006年）／「1990年代以降の財政政策の効
果」（『社会経済研究』No.55・2007年）

水野 勝之
MIZUNO  Katsushi

博士（商学）
教授

研究
分野 計量経済学

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】計量経済学
特論・演習／計量経済学特殊研究・演習　【研究テーマ】経済
変動モデルの実証的研究　【主な著書・論文】『新行動経済学
読本─地域活性化への行動経済学の利用法─』（共著・2021
年・明大出版会）／『基本経済学視点で読み解くアベノミクスの
功罪』（2021年・中央経済社）／「需要曲線を描く一試行」（『経
済教育』39号・2020年）／『コロナ時代の経済復興─専門家
40人からの明日への緊急提案─』（共編著・2020年・創成社）／
『林業の計量経済分析』（共著・2019年・五弦舎）

畑農 鋭矢
HATANO  Toshiya

博士（経済学）
教授

研究
分野

財政学・公共経済学／
応用計量経済学

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】財政学特論・演
習／財政学特殊研究・演習　【研究テーマ】公的部門の経済活
動と経済効果に関する実証研究　【主な著書・論文】『データ分
析をマスターする12のレッスン　新版』（共著・有斐閣・2022年）
／「財政の持続可能性とは何か？」（共著・財務省『フィナンシャ
ル・レビュー』近刊・2022年）／『財政学をつかむ［新版］』（共著・
有斐閣・2015年）／『財政赤字と財政運営の経済分析』（有斐
閣・2009年）

山田 知明
YAMADA  Tomoaki

博士（経済学）
教授

研究
分野 Inequality in Macroeconomics

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】経済政策論特論・
演習／経済政策論特殊研究・演習　【研究テーマ】Heterogeneity 
in Macroeconomics　【主な著書・論文】“Achieving Fiscal 
Balance in Japan (with S. Imrohoroglu and S. Kitao),” 
International Economic Review, Vol.57, 117-154, 2016.
／ “Wage, Income and Consumption Inequality in 
Japan, 1981-2008: from Boom to Lost Decades (with J. 
Lise, N. Sudo, M. Suzuki and K. Yamada),” Review of 
Economic Dynamics, Vol. 17, 582-612, 2014.

1 経済系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

熊澤 喜章
KUMAZAWA  Yoshiaki

教授
研究
分野 中小企業の国際比較・歴史研究

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】中小企業論特
論・演習／中小企業論特殊研究・演習　【研究テーマ】日英にお
ける中小工業の存在形態の歴史研究　【主な著書・論文】「貴
婦人ゴディヴァの伝説とコヴェントリ」「コヴェントリ小史」『明
大商学論叢』第100巻第1号、第2号（2017-8年）／「世界の工
場イギリスの中小企業」「中小企業と日本資本主義の発達」（横
井勝彦編著『日英経済史』日本経済評論社・2006年）／「イギリ
ス中小企業史研究の現状と課題」（道重一郎編著『イギリス社
会の形成史』三嶺書房・2000年）

菊池 一夫
KIKUCHI  Kazuo

博士（商学）
教授

研究
分野 小売業・卸売業のマーケティング

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】商業経営論特
論・演習／商業経営論特殊研究・演習　【研究テーマ】小売マー
ケティングに関する研究／卸売業の協業化に関する研究／サー
ビス・マーケティングに関する研究　【主な著書・論文】Chia-
Lin Hsu, Mu-Chen Chen, Kazuo Kikuchi and Ippei 
Machida (2017),“Elucidating the determinants of 
purchase intention toward social shopping sites: A 
comparative study of Taiwan and Japan,” Telematics 
and Informatics, 34(4), pp.326-338.

2 商業系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

高浜 光信
TAKAHAMA  Mitsunobu

教授
研究
分野

国際経済学／
国際マクロ経済学・国際金融論

【最終学歴】神戸大学大学院　【担当授業科目】国際経済学特
論・演習／経済学外国文献研究／国際経済学特殊研究・演習　
【研究テーマ】通貨統合、国際通貨の選択、国際通貨制度改革
に関わる理論・実証分析　【主な著書・論文】『国際金融論のエッ
センス』（共編著・文眞堂・2021年）／「通貨圏の安定性に関す
る3国モデル：最適通貨圏（OCA）理論を援用して」『同志社商
学』第70巻第6号、2019年／「ユーロ圏における最適通貨圏の
内生性問題：展開と現状」『経済学論纂』第59巻第3・4号中央
大学経済学研究会、2019年

シニアのための入学試験

「学内選考」方式による入学試験

第四の社会人人生に向けたチャージ

初心を忘れずに研究の「楽しさ」を覚えていこう

小平 紀生
KODAIRA Norio

商学専攻
博士前期課程
2023年3月修了

張 馨之
ZHANG Xinzhi

商学専攻
博士前期課程 2年

　製造業に技術者として半世紀近く在籍した後の文系へ
の進路変更でした。総合電機メーカで研究開発、新事業立
ち上げからビジネスの前線まで一通り経験した第一の社
会人人生が30年、事業部門を離れて学会、業界団体、官公庁
活動を通じて日本の産業振興に関わった第二の社会人人
生が16年、ここで痛感したのが、バブル崩壊以降長く続く
経済停滞を招いてしまった我々の世代の責任です。科学技
術・工業技術面からだけでは見えない社会の姿を知りたく
て独学で経済のつまみ食いはしたものの、やはり体系立て
て学ぼうという志で入学。第三の社会人人生へ踏み出した
という次第です。シニア入試の出願資格60歳以上、勤務経
験25年以上というのも実は気に入りました。あえて一仕事
終えた社会経験の深い実務経験者に絞っている点に、学校

側の期待とシニア学生側が期待できるところがそれとな
くあらわれています。このまま研究者として深入りするも
よし、新たな知見を持って工学者に戻るもよし、古希を過
ぎてなお社会との新鮮な関わりを満喫しつつ、次が楽しみ
になってきました。

教員情報　P.034

 富野 貴弘 教授 師事していた教員は？

製造業の経営研究に特化した富野研究室は、長年製造業の現場
経験者であっても新たな発見に遭遇する実践的な研究現場です
ので、これから社会に出る若者にも、学びなおしのシニアにもお
すすめです。新型コロナウイルス感染症禍でなければ、フィール
ドワークの現場でディスカッションを実施する場合もあります。

　明治大学商学部を卒業し、進学しました。大学院に進学
した理由は、知的好奇心にあります。学部の勉強だけで不
十分だと感じ、大学院で研究を深めると決めました。現在、
福田康典先生の指導のもと、「地域活性化」と「消費者のモ
チベーション」について研究しています。
　研究生活は苦痛だというイメージが強いかもしれませ
んが、実は楽しいです。明治大学では、大学院の授業が主に
「グローバルフロント」という建物で行われています。この
建物は全体の雰囲気が明るく、自習室、研究室など学生が
自由に使用できる空間が整備されています。大学院の授業
は少人数制で、学生が発言しやすい環境が整えられていま
す。廊下を歩くと、常に学生と先生が意見を交わす声が聞
こえてきます。学部の勉強と違い、自分の関心のある分野

を研究しているため、モチベーションが高まります。
　授業を通じて、先生や他の学生と交流する機会も増えて
います。先生方や仲間に恵まれ、自分の知りたいものを知っ
ていくのが実に楽しいです。

教員情報　P.034

 福田 康典 教授 師事している教員は？

市場の動態性、価値共創、市場調査を専門にされている福田康
典先生に指導を受けています。研修室では、マーケティングリサー
チの手法を学び、ExcelやSPSSを用い、データを定量的に処理・
分析する能力を身につけます。個性が尊重される研究室で、雰囲
気が明るく、学生は各自興味のある分野の研究を進めています。

シニア入試により入学した院生の「声」

学内選考入試により入学した院生の「声」

商学研究科では、本学４年次に在籍し、より一層研究を進めたいと希望する学生を対象として、
「学内選考」方式による入学試験を実施しています。

竹村 正明
TAKEMURA  Masaaki

Ph.D
教授

研究
分野 戦略論・研究方法論

【最終学歴】Poznań University of Economics and Business　
【担当授業科目】商業理論特論・演習／商業理論特殊研究・演習　
【研究テーマ】お金儲けをするのは、なぜ難しいのかについての
理論的研究　【 主 な 著書・論文 】Parry, Mark E., Yang 
Xiaoming, and Masaaki Takemura, (2020), “Social 
Motives for Generating Word-of-Mouth: The Case of 
Japanese Consumers,” Journal of International 
Consumer Marketing, Vol. 13 , No. 3 , pp. 9-24.

高橋 昭夫
TAKAHASHI  Akio

博士（商学）
教授

研究
分野 品質論・サービス論・ブランド論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】商品学特論・演
習／商業学外国文献研究／商品学特殊研究・演習　【研究
テーマ】インターナル・マーケティング　【主な著書・論文】『イン
ターナル・マーケティングの理論と展開』（同友館・2014年）／
『QOLとマーケティング』（編著・同友館・2008年）／『現代商品
知覚論』（同友館・2001年）／“The Role of Sister Cities’ 
Staff Exchanges in Developing Learning Cities,” 
IJERPH,Vol.12, 2015, (Co-authored).

海老名 剛
EBINA  Takeshi

博士（工学）
教授

研究
分野 産業組織論

【最終学歴】東京工業大学大学院　【担当授業科目】産業組織論
特論／演習　【研究テーマ】企業の製品差別化，合併，イノベーショ
ン戦略と競争政策　【主な著書・論文】Demand Uncertainty, 
Product Differentiation, and Entry Timing under Spatial 
Competition (joint with K. Nishide, N. Matsushima), 
European Journal of Operational Research, Vol.303(1), 
pp.286-297, 2022.
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姚 俊
JUN  Yao

博士（経営学）
教授

研究
分野

財務会計とマネジメントの
ハイブリッド分野

【最終学歴】神戸大学大学院博士課程修了　【担当授業科目】財
務会計論特論　【研究テーマ】無形資産のマネジメント、測定と
報告 ; 社会的サステナビリティと企業会計　【主な著書・論文】『グ
ローバル化社会におけるリスク会計の探求』、 Trend and 
challenges of IC reporting-experience from Japan、
Cultural Values, Institutional Arrangements, and 
Stakeholder Management Culture: A Cross-National 
Study、 「情報テクノロジーの革新と企業会計」

加藤 達彦
KATO  Tatsuhiko

博士（商学）
教授

研究
分野

会計監査の有効性と公会計の
有用性に関する研究

【最終学歴】名古屋大学大学院　【担当授業科目】監査論特論・
演習／フランス語経済文献研究／監査論特殊研究・演習　【研
究テーマ】ゲーム理論・実験を用いた監査制度の設計　【主な
著書・論文】「監査制度デザイン論」（森山書店・2005年）／
Audit Credibility and the Audit Fees:A Theory and an 
Exper imenta l  Invest igat ion.  Deve lopments on 
Experimental Economics, Springer (2007)

村田 潔
MURATA  Kiyoshi

教授
研究
分野 組織情報倫理

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】経営情報システ
ム論特論・演習／経営情報システム論特殊研究・演習　【研究
テーマ】組織情報倫理学　【主な著書・論文】Lennerfors, T.T. 
and Murata, K. (eds.) (2019). Tetsugaku Companion to 
Japanese Ethics and Technology. Springer.／Pelegrin-
Borondo, J., Arias-Oliva, M., Murata. K. and Souto-
Romero, M.(2020). Does Ethical Judgment Determine 
the Decision to Become a Cyborg? Journal of Business 
Ethics, 161(1), 5-17.

前田 陽
MAEDA  Akira

博士（商学）
教授

研究
分野 管理会計

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】意思決定会計
論特論・演習／意思決定会計論特殊研究・演習　【研究テーマ】
資本予算及び中期経営計画の策定に係る研究／日本企業にお
ける原価管理の研究　【主な著書・論文】「仮説検証マネジメン
トに基づく出店─イトーヨーカ堂における事例を通じて─」『会
計プログレス』第15号（単著・2014年）／「日本電気における原
価低減と利益管理」『原価計算研究』第34巻 第1号（単著・
2010年）

水野 誠
MIZUNO  Makoto

博士（経済学）
教授

研究
分野

マーケティング・サイエンス、消費者行動
研究、エージェントベース・モデリング

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】クリエイティブ・
ビジネス論特論・演習／クリエイティブ・ビジネス論特殊研究・
演習　【研究テーマ】消費者行動のデータ解析およびシミュレー
ション　【主な著書・論文】『プロ野球「熱狂」のメカニズムーファ
ン行動とマネジメントの計算社会科学』（共編著・東京大学出版
会・2021年）／『マーケティングは進化するークリエイティブな
Market=ingの発想』(同文舘出版・2014年）／“Untangling 
the Complexity of Market Competition in Consumer 
Goods – A Complex Hilbert PCA Analysis,” PLOS ONE, 
16(2), 2021（共著）

山本 昌弘
YAMAMOTO  Masahiro

博士（商学）
教授

研究
分野 実証会計学

【最終学歴】京都大学大学院　【担当授業科目】国際会計論特
論・演習／国際会計論特殊研究・演習　【研究テーマ】財務デー
タを活用した日本企業の会計政策に関する実証研究　【主な
著書・論文】『国際会計・財務論』（文眞堂・2020年）／『株とは
何か』（講談社・2011年）／『実証会計学で考える企業価値と
株価』（東洋経済新報社・2009年）

西 剛広
NISHI  Takahiro

博士（商学）
准教授

研究
分野 コーポレート・ガバナンス、経営戦略

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】経営戦略特論　【研究
テーマ】コーポレート・ガバナンスが企業のイノベーションに与える影響　
【主な著書・論文】“DIFFERENT BOARD STRUCTURES AND 
R&D: EVIDENCE FROM JAPANESE CORPORATION”, 
CORPORATE BOARD: ROLE, DUTIES AND COMPOSITION, 
Vol .11, Issue 2, V i r tus Interpress ／ “CORPORATE 
DIVERSIF ICATION AND BOARD COMPOSITION IN 
JAPANESE ELECTRONICS CORPORATIONS”, International 
Journal of Business & Management, The International Institute 
of Social and Economic Sciences, Vol.3,No.2

富野 貴弘
TOMINO  Takahiro

博士（経済学）
教授

研究
分野 経営学、生産管理論

【最終学歴】同志社大学大学院　【担当授業科目】生産管理論
特論・演習／生産管理論特殊研究・演習　【研究テーマ】ものづ
くりと時間サイクルに関する研究、高付加価値型ものづくりに関
する研究　【主な著書・論文】“Market flexible customizing 
system (MFCS) of Japanese vehicle manufacturers: An 
analysis of Toyota, Nissan and Mitsubishi” International 
Journal of Production Economics vol.118, No.2（共著・
2009年）／『日産プロダクションウェイ』（共著・有斐閣・2011年）
／『生産システムの市場適応力』（同文館出版・2012年）

山下 洋史
YAMASHITA  Hiroshi

博士（工学）
博士（商学）
教授

研究
分野

経営品質科学に関する学際的研究
組織と情報の活性化に関する研究

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】情報管理論
特論・演習／技術経営特講／情報管理論特殊研究・演習　【研
究テーマ】経営品質科学に関する研究　【主な著書・論文】『経
営情報のネットワーキング戦略と情報管理』（共編著・同文舘）
／『情報・知識共有を基礎としたマネジメント・モデル』（東京経
済情報出版）／『グローバルSCM』（共編著・有斐閣）／「人的
資源管理と日本の組織」（同文舘）／「企業のサステナビリティ
戦略とビジネス・クォリティ」（共編著・同文舘）

出見世 信之
DEMISE  Nobuyuki

博士（商学）
教授

研究
分野 企業倫理・CSR・企業統治

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】経営哲学特論・
演習／経営哲学特殊研究・演習　【研究テーマ】企業倫理・
CSRおよび企業統治に関する国際比較研究　【主な著書・論文】
『企業統治問題の経営学的研究』（文眞堂）／『企業倫理入門』
（同文舘出版）／『問いからはじめる現代企業』（共著・有斐閣）／
『経営のルネサンス』（文眞堂・共編著）

千葉 修身
CHIBA  Osami

博士（商学）
教授

研究
分野 現代ドイツ会計制度の在り方

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】原価計算論特
論・演習／ドイツ語経済文献研究／原価計算論特殊研究・演
習　【研究テーマ】ドイツ「会計ガバナンス」の動向と
Enforcement機能の分析　【主な著書・論文】『現代ドイツ原
価計算制度論』（森山書店）／「DRSの射程」（『会計』第160巻
第5号・2001年）／「現代ドイツ会計制度研究の視座─『会計
ガバナンス』の措定─」（『会計』第168巻第3号・2005年）

松原 有里
MATSUBARA  Yuri

Dr. jur.
教授

研究
分野 租税法（含む国際租税法）研究

【最終学歴】ミュンヘン大学大学院　【担当授業科目】租税法特
論・演習／租税法特殊研究・演習　【研究テーマ】EU（ドイツ）租
税法の研究を中心とした日本との比較法の見地から企業結合
税制、租税訴訟制度の研究および租税手続法研究　【主な著
書・論文】International Tax Aspects of the Tokumei Kumiai 
pp.76-84, (IBFD Asia-Pasific Tax Buletin (10) 2004) ／
Die Behandlung der Verluste im Einkommensteuerrecht 
-eine rechtsvergleichende Untersuchung des deutschen 
und japanischen Steuerrechts- (DHut 2006)

名越 洋子
NAKOSHI  Yoko

博士（商学）
教授

研究
分野

会計基準研究と事例研究
（日本、米国、IFRS）

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】会計情報論特
論・演習／会計情報論特殊研究・演習　【研究テーマ】ファイナ
ンスにおける負債・資本会計、連結・企業結合の会計、排出枠と
排出量取引　【主な著書・論文】『負債と資本の会計学─新株
予約権・複合金融商品・ストック・オプションの検討』（中央経済
社・2018年）／「特別目的会社の連結をめぐる会計問題─不動
産開発型を中心に―」（『明大商学論叢』・2015年）／「排出枠
と排出量取引に関する会計」（『会計基準研究の原点』収録・中
央経済社・2012年）

3 経営系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

4 会 計 系 列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

福田 康典
FUKUTA  Yasunori

教授
研究
分野 マーケティング論、市場調査論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】市場調査論特
論・演習／市場調査論特殊研究・演習　【研究テーマ】市場にお
ける情報の生成と伝播　【主な著書・論文】“Personal Data 
Sensitivity in Japan: An Exploratory Study,” Orbit 
Journal, 2017, (Co-authored)／「価値共創における使用文
脈データの企業間共有」『日本情報経営学会誌』（単著・2017年）
／「使用文脈に関するマーケティング・リサーチと倫理問題─企
業による使用文脈データの利用と消費者の不快感との関連性
に関する経験的研究」『日本経営診断学会論集』（単著・2016年）

原 頼利
HARA  Yoritoshi

Dr. rer. pol.
研究
分野 流通論、マーケティング論

【最終学歴】ベルリン自由大学大学院　【担当授業科目】流通シ
ステム論特論・演習　【研究テーマ】流通における組織間関係
に関する研究　【主な著書・論文】“Integrated marketing 
channel relationships: Integration dimensions and 
channel performance,” Journal of Business and 
Industrial Marketing, 34(6), pp.1360-1373, 2019. “The 
performance effect of inter- firm adaptation in channel 
relationships: The roles of relationship-specif ic 
resources and tailored activities,” Industrial Marketing 
Management, 70, pp.46-57, 2018.

奈良 沙織
NARA  Saori

博士（経営学）
教授

研究
分野 企業価値評価

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】企業評価論特
論・演習　【研究テーマ】企業のディスクロージャーとアナリス
ト　【主な著書・論文】『企業評価論入門』（中央経済社・2019
年）／「統合報告書の発行がアナリストに及ぼす影響」
（『Disclosure & IR』・2020年）／“The Effect of Bank Loan 
Dependence on Management and Analyst Forecasts”
（The Japanese Accounting Review, 2019, 共著）／「社外
取締役比率と企業のディスクロージャー」（『証券アナリストジャー
ナル』・2021年）

若林 幸男
WAKABAYASHI  Yukio

商学博士
教授

研究
分野

生産から消費に至る
様々な商品流通の史的分析

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】日本流通史特
論・演習／日本流通史特殊研究・演習　【研究テーマ】商品（一
般消費財）の流通のみならず、産業財（資金や労働力）の流通史、
また、情報の流通史について主に研究している。　【主な著書・
論文】「第1次大戦期三井物産における新卒定期入社制度の定
着過程」（『経営史学』第33巻第4号）／『三井物産人事政策史』
（ミネルヴァ書房）／『学歴と格差の経営史』（日本経済評論社）
ほか
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姚 俊
JUN  Yao

博士（経営学）
教授

研究
分野

財務会計とマネジメントの
ハイブリッド分野

【最終学歴】神戸大学大学院博士課程修了　【担当授業科目】財
務会計論特論　【研究テーマ】無形資産のマネジメント、測定と
報告 ; 社会的サステナビリティと企業会計　【主な著書・論文】『グ
ローバル化社会におけるリスク会計の探求』、 Trend and 
challenges of IC reporting-experience from Japan、
Cultural Values, Institutional Arrangements, and 
Stakeholder Management Culture: A Cross-National 
Study、 「情報テクノロジーの革新と企業会計」

加藤 達彦
KATO  Tatsuhiko

博士（商学）
教授

研究
分野

会計監査の有効性と公会計の
有用性に関する研究

【最終学歴】名古屋大学大学院　【担当授業科目】監査論特論・
演習／フランス語経済文献研究／監査論特殊研究・演習　【研
究テーマ】ゲーム理論・実験を用いた監査制度の設計　【主な
著書・論文】「監査制度デザイン論」（森山書店・2005年）／
Audit Credibility and the Audit Fees:A Theory and an 
Exper imenta l  Invest igat ion.  Deve lopments on 
Experimental Economics, Springer (2007)

村田 潔
MURATA  Kiyoshi

教授
研究
分野 組織情報倫理

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】経営情報システ
ム論特論・演習／経営情報システム論特殊研究・演習　【研究
テーマ】組織情報倫理学　【主な著書・論文】Lennerfors, T.T. 
and Murata, K. (eds.) (2019). Tetsugaku Companion to 
Japanese Ethics and Technology. Springer.／Pelegrin-
Borondo, J., Arias-Oliva, M., Murata. K. and Souto-
Romero, M.(2020). Does Ethical Judgment Determine 
the Decision to Become a Cyborg? Journal of Business 
Ethics, 161(1), 5-17.

前田 陽
MAEDA  Akira

博士（商学）
教授

研究
分野 管理会計

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】意思決定会計
論特論・演習／意思決定会計論特殊研究・演習　【研究テーマ】
資本予算及び中期経営計画の策定に係る研究／日本企業にお
ける原価管理の研究　【主な著書・論文】「仮説検証マネジメン
トに基づく出店─イトーヨーカ堂における事例を通じて─」『会
計プログレス』第15号（単著・2014年）／「日本電気における原
価低減と利益管理」『原価計算研究』第34巻 第1号（単著・
2010年）

水野 誠
MIZUNO  Makoto

博士（経済学）
教授

研究
分野

マーケティング・サイエンス、消費者行動
研究、エージェントベース・モデリング

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】クリエイティブ・
ビジネス論特論・演習／クリエイティブ・ビジネス論特殊研究・
演習　【研究テーマ】消費者行動のデータ解析およびシミュレー
ション　【主な著書・論文】『プロ野球「熱狂」のメカニズムーファ
ン行動とマネジメントの計算社会科学』（共編著・東京大学出版
会・2021年）／『マーケティングは進化するークリエイティブな
Market=ingの発想』(同文舘出版・2014年）／“Untangling 
the Complexity of Market Competition in Consumer 
Goods – A Complex Hilbert PCA Analysis,” PLOS ONE, 
16(2), 2021（共著）

山本 昌弘
YAMAMOTO  Masahiro

博士（商学）
教授

研究
分野 実証会計学

【最終学歴】京都大学大学院　【担当授業科目】国際会計論特
論・演習／国際会計論特殊研究・演習　【研究テーマ】財務デー
タを活用した日本企業の会計政策に関する実証研究　【主な
著書・論文】『国際会計・財務論』（文眞堂・2020年）／『株とは
何か』（講談社・2011年）／『実証会計学で考える企業価値と
株価』（東洋経済新報社・2009年）

西 剛広
NISHI  Takahiro

博士（商学）
准教授

研究
分野 コーポレート・ガバナンス、経営戦略

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】経営戦略特論　【研究
テーマ】コーポレート・ガバナンスが企業のイノベーションに与える影響　
【主な著書・論文】“DIFFERENT BOARD STRUCTURES AND 
R&D: EVIDENCE FROM JAPANESE CORPORATION”, 
CORPORATE BOARD: ROLE, DUTIES AND COMPOSITION, 
Vol .11, Issue 2, V i r tus Interpress ／ “CORPORATE 
DIVERSIF ICATION AND BOARD COMPOSITION IN 
JAPANESE ELECTRONICS CORPORATIONS”, International 
Journal of Business & Management, The International Institute 
of Social and Economic Sciences, Vol.3,No.2

富野 貴弘
TOMINO  Takahiro

博士（経済学）
教授

研究
分野 経営学、生産管理論

【最終学歴】同志社大学大学院　【担当授業科目】生産管理論
特論・演習／生産管理論特殊研究・演習　【研究テーマ】ものづ
くりと時間サイクルに関する研究、高付加価値型ものづくりに関
する研究　【主な著書・論文】“Market flexible customizing 
system (MFCS) of Japanese vehicle manufacturers: An 
analysis of Toyota, Nissan and Mitsubishi” International 
Journal of Production Economics vol.118, No.2（共著・
2009年）／『日産プロダクションウェイ』（共著・有斐閣・2011年）
／『生産システムの市場適応力』（同文館出版・2012年）

山下 洋史
YAMASHITA  Hiroshi

博士（工学）
博士（商学）
教授

研究
分野

経営品質科学に関する学際的研究
組織と情報の活性化に関する研究

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】情報管理論
特論・演習／技術経営特講／情報管理論特殊研究・演習　【研
究テーマ】経営品質科学に関する研究　【主な著書・論文】『経
営情報のネットワーキング戦略と情報管理』（共編著・同文舘）
／『情報・知識共有を基礎としたマネジメント・モデル』（東京経
済情報出版）／『グローバルSCM』（共編著・有斐閣）／「人的
資源管理と日本の組織」（同文舘）／「企業のサステナビリティ
戦略とビジネス・クォリティ」（共編著・同文舘）

出見世 信之
DEMISE  Nobuyuki

博士（商学）
教授

研究
分野 企業倫理・CSR・企業統治

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】経営哲学特論・
演習／経営哲学特殊研究・演習　【研究テーマ】企業倫理・
CSRおよび企業統治に関する国際比較研究　【主な著書・論文】
『企業統治問題の経営学的研究』（文眞堂）／『企業倫理入門』
（同文舘出版）／『問いからはじめる現代企業』（共著・有斐閣）／
『経営のルネサンス』（文眞堂・共編著）

千葉 修身
CHIBA  Osami

博士（商学）
教授

研究
分野 現代ドイツ会計制度の在り方

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】原価計算論特
論・演習／ドイツ語経済文献研究／原価計算論特殊研究・演
習　【研究テーマ】ドイツ「会計ガバナンス」の動向と
Enforcement機能の分析　【主な著書・論文】『現代ドイツ原
価計算制度論』（森山書店）／「DRSの射程」（『会計』第160巻
第5号・2001年）／「現代ドイツ会計制度研究の視座─『会計
ガバナンス』の措定─」（『会計』第168巻第3号・2005年）

松原 有里
MATSUBARA  Yuri

Dr. jur.
教授

研究
分野 租税法（含む国際租税法）研究

【最終学歴】ミュンヘン大学大学院　【担当授業科目】租税法特
論・演習／租税法特殊研究・演習　【研究テーマ】EU（ドイツ）租
税法の研究を中心とした日本との比較法の見地から企業結合
税制、租税訴訟制度の研究および租税手続法研究　【主な著
書・論文】International Tax Aspects of the Tokumei Kumiai 
pp.76-84, (IBFD Asia-Pasific Tax Buletin (10) 2004) ／
Die Behandlung der Verluste im Einkommensteuerrecht 
-eine rechtsvergleichende Untersuchung des deutschen 
und japanischen Steuerrechts- (DHut 2006)

名越 洋子
NAKOSHI  Yoko

博士（商学）
教授

研究
分野

会計基準研究と事例研究
（日本、米国、IFRS）

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】会計情報論特
論・演習／会計情報論特殊研究・演習　【研究テーマ】ファイナ
ンスにおける負債・資本会計、連結・企業結合の会計、排出枠と
排出量取引　【主な著書・論文】『負債と資本の会計学─新株
予約権・複合金融商品・ストック・オプションの検討』（中央経済
社・2018年）／「特別目的会社の連結をめぐる会計問題─不動
産開発型を中心に―」（『明大商学論叢』・2015年）／「排出枠
と排出量取引に関する会計」（『会計基準研究の原点』収録・中
央経済社・2012年）

3 経営系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

4 会計系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

福田 康典
FUKUTA  Yasunori

教授
研究
分野 マーケティング論、市場調査論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】市場調査論特
論・演習／市場調査論特殊研究・演習　【研究テーマ】市場にお
ける情報の生成と伝播　【主な著書・論文】“Personal Data 
Sensitivity in Japan: An Exploratory Study,” Orbit 
Journal, 2017, (Co-authored)／「価値共創における使用文
脈データの企業間共有」『日本情報経営学会誌』（単著・2017年）
／「使用文脈に関するマーケティング・リサーチと倫理問題─企
業による使用文脈データの利用と消費者の不快感との関連性
に関する経験的研究」『日本経営診断学会論集』（単著・2016年）

原 頼利
HARA  Yoritoshi

Dr. rer. pol.
研究
分野 流通論、マーケティング論

【最終学歴】ベルリン自由大学大学院　【担当授業科目】流通シ
ステム論特論・演習　【研究テーマ】流通における組織間関係
に関する研究　【主な著書・論文】“Integrated marketing 
channel relationships: Integration dimensions and 
channel performance,” Journal of Business and 
Industrial Marketing, 34(6), pp.1360-1373, 2019. “The 
performance effect of inter- firm adaptation in channel 
relationships: The roles of relationship-specif ic 
resources and tailored activities,” Industrial Marketing 
Management, 70, pp.46-57, 2018.

奈良 沙織
NARA  Saori

博士（経営学）
教授

研究
分野 企業価値評価

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】企業評価論特
論・演習　【研究テーマ】企業のディスクロージャーとアナリス
ト　【主な著書・論文】『企業評価論入門』（中央経済社・2019
年）／「統合報告書の発行がアナリストに及ぼす影響」
（『Disclosure & IR』・2020年）／“The Effect of Bank Loan 
Dependence on Management and Analyst Forecasts”
（The Japanese Accounting Review, 2019, 共著）／「社外
取締役比率と企業のディスクロージャー」（『証券アナリストジャー
ナル』・2021年）

若林 幸男
WAKABAYASHI  Yukio

商学博士
教授

研究
分野

生産から消費に至る
様々な商品流通の史的分析

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】日本流通史特
論・演習／日本流通史特殊研究・演習　【研究テーマ】商品（一
般消費財）の流通のみならず、産業財（資金や労働力）の流通史、
また、情報の流通史について主に研究している。　【主な著書・
論文】「第1次大戦期三井物産における新卒定期入社制度の定
着過程」（『経営史学』第33巻第4号）／『三井物産人事政策史』
（ミネルヴァ書房）／『学歴と格差の経営史』（日本経済評論社）
ほか
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姚 俊
JUN  Yao

博士（経営学）
教授

研究
分野

財務会計とマネジメントの
ハイブリッド分野

【最終学歴】神戸大学大学院博士課程修了　【担当授業科目】財
務会計論特論　【研究テーマ】無形資産のマネジメント、測定と
報告 ; 社会的サステナビリティと企業会計　【主な著書・論文】『グ
ローバル化社会におけるリスク会計の探求』、 Trend and 
challenges of IC reporting-experience from Japan、
Cultural Values, Institutional Arrangements, and 
Stakeholder Management Culture: A Cross-National 
Study、 「情報テクノロジーの革新と企業会計」

加藤 達彦
KATO  Tatsuhiko

博士（商学）
教授

研究
分野

会計監査の有効性と公会計の
有用性に関する研究

【最終学歴】名古屋大学大学院　【担当授業科目】監査論特論・
演習／フランス語経済文献研究／監査論特殊研究・演習　【研
究テーマ】ゲーム理論・実験を用いた監査制度の設計　【主な
著書・論文】「監査制度デザイン論」（森山書店・2005年）／
Audit Credibility and the Audit Fees:A Theory and an 
Exper imenta l  Invest igat ion.  Deve lopments on 
Experimental Economics, Springer (2007)

村田 潔
MURATA  Kiyoshi

教授
研究
分野 組織情報倫理

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】経営情報システ
ム論特論・演習／経営情報システム論特殊研究・演習　【研究
テーマ】組織情報倫理学　【主な著書・論文】Lennerfors, T.T. 
and Murata, K. (eds.) (2019). Tetsugaku Companion to 
Japanese Ethics and Technology. Springer.／Pelegrin-
Borondo, J., Arias-Oliva, M., Murata. K. and Souto-
Romero, M.(2020). Does Ethical Judgment Determine 
the Decision to Become a Cyborg? Journal of Business 
Ethics, 161(1), 5-17.

前田 陽
MAEDA  Akira

博士（商学）
教授

研究
分野 管理会計

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】意思決定会計
論特論・演習／意思決定会計論特殊研究・演習　【研究テーマ】
資本予算及び中期経営計画の策定に係る研究／日本企業にお
ける原価管理の研究　【主な著書・論文】「仮説検証マネジメン
トに基づく出店─イトーヨーカ堂における事例を通じて─」『会
計プログレス』第15号（単著・2014年）／「日本電気における原
価低減と利益管理」『原価計算研究』第34巻 第1号（単著・
2010年）

水野 誠
MIZUNO  Makoto

博士（経済学）
教授

研究
分野

マーケティング・サイエンス、消費者行動
研究、エージェントベース・モデリング

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】クリエイティブ・
ビジネス論特論・演習／クリエイティブ・ビジネス論特殊研究・
演習　【研究テーマ】消費者行動のデータ解析およびシミュレー
ション　【主な著書・論文】『プロ野球「熱狂」のメカニズムーファ
ン行動とマネジメントの計算社会科学』（共編著・東京大学出版
会・2021年）／『マーケティングは進化するークリエイティブな
Market=ingの発想』(同文舘出版・2014年）／“Untangling 
the Complexity of Market Competition in Consumer 
Goods – A Complex Hilbert PCA Analysis,” PLOS ONE, 
16(2), 2021（共著）

山本 昌弘
YAMAMOTO  Masahiro

博士（商学）
教授

研究
分野 実証会計学

【最終学歴】京都大学大学院　【担当授業科目】国際会計論特
論・演習／国際会計論特殊研究・演習　【研究テーマ】財務デー
タを活用した日本企業の会計政策に関する実証研究　【主な
著書・論文】『国際会計・財務論』（文眞堂・2020年）／『株とは
何か』（講談社・2011年）／『実証会計学で考える企業価値と
株価』（東洋経済新報社・2009年）

西 剛広
NISHI  Takahiro

博士（商学）
准教授

研究
分野 コーポレート・ガバナンス、経営戦略

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】経営戦略特論　【研究
テーマ】コーポレート・ガバナンスが企業のイノベーションに与える影響　
【主な著書・論文】“DIFFERENT BOARD STRUCTURES AND 
R&D: EVIDENCE FROM JAPANESE CORPORATION”, 
CORPORATE BOARD: ROLE, DUTIES AND COMPOSITION, 
Vol .11, Issue 2, V i r tus Interpress ／ “CORPORATE 
DIVERSIF ICATION AND BOARD COMPOSITION IN 
JAPANESE ELECTRONICS CORPORATIONS”, International 
Journal of Business & Management, The International Institute 
of Social and Economic Sciences, Vol.3,No.2

富野 貴弘
TOMINO  Takahiro

博士（経済学）
教授

研究
分野 経営学、生産管理論

【最終学歴】同志社大学大学院　【担当授業科目】生産管理論
特論・演習／生産管理論特殊研究・演習　【研究テーマ】ものづ
くりと時間サイクルに関する研究、高付加価値型ものづくりに関
する研究　【主な著書・論文】“Market flexible customizing 
system (MFCS) of Japanese vehicle manufacturers: An 
analysis of Toyota, Nissan and Mitsubishi” International 
Journal of Production Economics vol.118, No.2（共著・
2009年）／『日産プロダクションウェイ』（共著・有斐閣・2011年）
／『生産システムの市場適応力』（同文館出版・2012年）

山下 洋史
YAMASHITA  Hiroshi

博士（工学）
博士（商学）
教授

研究
分野

経営品質科学に関する学際的研究
組織と情報の活性化に関する研究

【最終学歴】早稲田大学大学院　【担当授業科目】情報管理論
特論・演習／技術経営特講／情報管理論特殊研究・演習　【研
究テーマ】経営品質科学に関する研究　【主な著書・論文】『経
営情報のネットワーキング戦略と情報管理』（共編著・同文舘）
／『情報・知識共有を基礎としたマネジメント・モデル』（東京経
済情報出版）／『グローバルSCM』（共編著・有斐閣）／「人的
資源管理と日本の組織」（同文舘）／「企業のサステナビリティ
戦略とビジネス・クォリティ」（共編著・同文舘）

出見世 信之
DEMISE  Nobuyuki

博士（商学）
教授

研究
分野 企業倫理・CSR・企業統治

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】経営哲学特論・
演習／経営哲学特殊研究・演習　【研究テーマ】企業倫理・
CSRおよび企業統治に関する国際比較研究　【主な著書・論文】
『企業統治問題の経営学的研究』（文眞堂）／『企業倫理入門』
（同文舘出版）／『問いからはじめる現代企業』（共著・有斐閣）／
『経営のルネサンス』（文眞堂・共編著）

千葉 修身
CHIBA  Osami

博士（商学）
教授

研究
分野 現代ドイツ会計制度の在り方

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】原価計算論特
論・演習／ドイツ語経済文献研究／原価計算論特殊研究・演
習　【研究テーマ】ドイツ「会計ガバナンス」の動向と
Enforcement機能の分析　【主な著書・論文】『現代ドイツ原
価計算制度論』（森山書店）／「DRSの射程」（『会計』第160巻
第5号・2001年）／「現代ドイツ会計制度研究の視座─『会計
ガバナンス』の措定─」（『会計』第168巻第3号・2005年）

松原 有里
MATSUBARA  Yuri

Dr. jur.
教授

研究
分野 租税法（含む国際租税法）研究

【最終学歴】ミュンヘン大学大学院　【担当授業科目】租税法特
論・演習／租税法特殊研究・演習　【研究テーマ】EU（ドイツ）租
税法の研究を中心とした日本との比較法の見地から企業結合
税制、租税訴訟制度の研究および租税手続法研究　【主な著
書・論文】International Tax Aspects of the Tokumei Kumiai 
pp.76-84, (IBFD Asia-Pasific Tax Buletin (10) 2004) ／
Die Behandlung der Verluste im Einkommensteuerrecht 
-eine rechtsvergleichende Untersuchung des deutschen 
und japanischen Steuerrechts- (DHut 2006)

名越 洋子
NAKOSHI  Yoko

博士（商学）
教授

研究
分野

会計基準研究と事例研究
（日本、米国、IFRS）

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】会計情報論特
論・演習／会計情報論特殊研究・演習　【研究テーマ】ファイナ
ンスにおける負債・資本会計、連結・企業結合の会計、排出枠と
排出量取引　【主な著書・論文】『負債と資本の会計学─新株
予約権・複合金融商品・ストック・オプションの検討』（中央経済
社・2018年）／「特別目的会社の連結をめぐる会計問題─不動
産開発型を中心に―」（『明大商学論叢』・2015年）／「排出枠
と排出量取引に関する会計」（『会計基準研究の原点』収録・中
央経済社・2012年）

3 経営系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

4 会計系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

福田 康典
FUKUTA  Yasunori

教授
研究
分野 マーケティング論、市場調査論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】市場調査論特
論・演習／市場調査論特殊研究・演習　【研究テーマ】市場にお
ける情報の生成と伝播　【主な著書・論文】“Personal Data 
Sensitivity in Japan: An Exploratory Study,” Orbit 
Journal, 2017, (Co-authored)／「価値共創における使用文
脈データの企業間共有」『日本情報経営学会誌』（単著・2017年）
／「使用文脈に関するマーケティング・リサーチと倫理問題─企
業による使用文脈データの利用と消費者の不快感との関連性
に関する経験的研究」『日本経営診断学会論集』（単著・2016年）

原 頼利
HARA  Yoritoshi

Dr. rer. pol.
研究
分野 流通論、マーケティング論

【最終学歴】ベルリン自由大学大学院　【担当授業科目】流通シ
ステム論特論・演習　【研究テーマ】流通における組織間関係
に関する研究　【主な著書・論文】“Integrated marketing 
channel relationships: Integration dimensions and 
channel performance,” Journal of Business and 
Industrial Marketing, 34(6), pp.1360-1373, 2019. “The 
performance effect of inter- firm adaptation in channel 
relationships: The roles of relationship-specif ic 
resources and tailored activities,” Industrial Marketing 
Management, 70, pp.46-57, 2018.

奈良 沙織
NARA  Saori

博士（経営学）
教授

研究
分野 企業価値評価

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】企業評価論特
論・演習　【研究テーマ】企業のディスクロージャーとアナリス
ト　【主な著書・論文】『企業評価論入門』（中央経済社・2019
年）／「統合報告書の発行がアナリストに及ぼす影響」
（『Disclosure & IR』・2020年）／“The Effect of Bank Loan 
Dependence on Management and Analyst Forecasts”
（The Japanese Accounting Review, 2019, 共著）／「社外
取締役比率と企業のディスクロージャー」（『証券アナリストジャー
ナル』・2021年）

若林 幸男
WAKABAYASHI  Yukio

商学博士
教授

研究
分野

生産から消費に至る
様々な商品流通の史的分析

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】日本流通史特
論・演習／日本流通史特殊研究・演習　【研究テーマ】商品（一
般消費財）の流通のみならず、産業財（資金や労働力）の流通史、
また、情報の流通史について主に研究している。　【主な著書・
論文】「第1次大戦期三井物産における新卒定期入社制度の定
着過程」（『経営史学』第33巻第4号）／『三井物産人事政策史』
（ミネルヴァ書房）／『学歴と格差の経営史』（日本経済評論社）
ほか
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篠原 敏彦
SINOHARA  Toshihiko

教授
研究
分野 国際ビジネスに関わる経営戦略

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】貿易商務論特
論・演習／貿易商務論特殊研究・演習　【研究テーマ】日本企
業の海外進出活動とそれに伴う諸問題　【主な著書・論文】「多
国籍企業の子会社統制に関する実証分析」（明大商学論叢・
1998年）／「多国籍企業の子会社活動の戦略的統合」（明大商
学論叢・1999年）

小原 英隆
OHARA  Hidetaka

教授
研究
分野

［NOT ファイナンス］
貨幣社会の哲学・抽象理論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】金融理論特論・
演習　【研究テーマ】［NOT ファイナンス］貨幣社会の極限的状
況の抽象的分析　【主な著書・論文】『オールド・ニューケインジ
アンによる有効需要の原理のミクロ的基礎：独占的競争経済に
おける「貨幣所得の外部性」による価格伸縮の一般的乗数の導
出』

山本 雄一郎
YAMAMOTO Yuichiro

教授
研究
分野

国際ビジネス交渉・
国際ビジネスコミュニケーション

【最終学歴】シカゴ大学大学院　【担当授業科目】国際ビジネス
交渉論特論・演習／国際ビジネス交渉論特殊研究・演習　【研
究テーマ】国際ビジネスコミュニケーション　【主な著書・論文】
『国際ビジネスコミュニケーション』（分担執筆・丸善・2010年）
／「東芝とウエスタンデジタル社の国際ビジネス交渉上の課題
分析 -ビジネスコミュニケーションの考察 -」（国際ビジネスコミュ
ニケーション学会研究年報・2019年）／「国際ビジネス交渉に
おける適応に関する一考察」（国際ビジネスコミュニケーション
学会研究年報・2012年）

伊藤 隆康
ITO  Takayasu

博士（経済学）
博士（経営学）
教授

研究
分野

中央銀行と金融市場・
金融システムについての実証分析

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】金融機関論特
論・演習／金融機関論特殊研究・演習　【研究テーマ】中央銀
行と金融市場、中央銀行の市場との対話、イスラム金融　【主
な著書・論文】『長期金利と中央銀行』（日本評論社・2005年）
／ Fisher Hypothesis in Japan : Analysis of Long Term 
Interest Rates under Different Monetary Policy Regimes, 
The World Economy, Vol.32 (2009) ／ Global Financial 
Crisis and US Interest Rate Swap Spreads, Applied 
Financial Economics,Vol.20(2010)

所 康弘
TOKORO  Yasuhiro

博士（商学）
教授

研究
分野 国際貿易、グローバル・サウス論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】貿易理論特論・
演習／貿易理論特殊研究・演習　【研究テーマ】国際貿易とグ
ローバル・サウス／持続可能な貿易（倫理的貿易）　【主な著書・
論文】『北米地域統合と途上国経済』（西田書店・2009年）／
『米州の貿易・開発と地域統合』（法律文化社・2017年）／『貿
易入門』（共編著・大月書店・2017年）／『ラテンアメリカはどこ
へ行く』（共著・ミネルヴァ書房・2017年）／『日本の国際協力 
ラテンアメリカ編』（共編著・ミネルヴァ書房・2021年）

土屋 陽一
TSUCHIYA  Yoichi

Ph.D
教授

研究
分野 金融論、経済予測

【最終学歴】ニューヨーク州立大学バッファロー校大学院　【担
当授業科目】金融理論特論・演習　【研究テーマ】経済学におけ
る 情報 と 期待形成　【 主 な 著書・ 論文 】Assessing 
macroeconomic forecasts for Japan under an 
asymmetric loss function (2016), International Journal of 
Forecasting, 32, 233-242. ／ The value added of the 
Bank of Japan’s range forecasts (2021), Journal of 
Forecasting, 40, 817-833.

三和 裕美子
MIWA  Yumiko

博士（商学）
教授

研究
分野

機関投資家と
コーポレートガバナンス

【最終学歴】大阪市立大学大学院　【担当授業科目】機関投資
家論特論・演習／機関投資家論特殊研究・演習　【研究テーマ】
機関投資家によるコーポレート・ガバナンスの研究、機関投資
家のESG（環境、社会、ガバナンス）投資の研究、ファンド規制
の研究　【主な著書・論文】「図説企業の論点」（共著・旬報社）／
「機関投資家の発展とコーポレート・ガバナンス」（日本評論社）
／Corporate Governance in Japan（共著・Springer）／「金
融ヘゲモニーとコーポレート・ガバナンス」（共著・税務経理協会）
／「東アジアとアセアン諸国のコーポレート・ガバナンス」（編著・
税務経理協会）

5 金融・証券系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

8 貿易系 列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

小林 尚朗
KOBAYASHI  Naoaki

教授
研究
分野

世界経済論、貿易政策論、
アジア経済論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】世界経済論特
論・演習／世界経済論特殊研究・演習　【研究テーマ】グローバ
リゼーション下の開発と貿易、東アジア地域協力　【主な著書・
論文】『アジア経済論』（共編著・文眞堂・2022年）／『地球経済
入門』（共著・法律文化社・2021年）／『フェアトレードビジネス
モデルの新たな展開』（共著・明石書店・2018年）／『アジア共
同体構想と地域協力の展開』（共著・文眞堂・2018年）／『貿易
入門─世界と日本が見えてくる─』（共編著・大月書店・2017年）
／『世界経済の解剖学』（共編著・法律文化社・2014年）

塩澤 恵理
SHIOZAWA  Eri

博士（学術）
教授

研究
分野 国際ビジネス・コミュニケーション論

【最終学歴】国際基督教大学大学院　【担当授業科目】国際ビ
ジネス・コミュニケーション論特論・演習／貿易論外国文献研
究／国際ビジネス・コミュニケーション論特殊研究・演習　【研
究テーマ】国際ビジネス・コミュニケーションの研究　【主な著書・
論文】「ビジネスコミュニケーションとグローバリゼーション」（明
大社研紀要第48巻1号・明治大学社会科学研究所・2009年）／
「ビジネス・コミュニケーションと最適化分析」（勁草書房・2005
年）／ Forms of Health Care Communication : An 
Integrated Approach Forma, Vol.31, pp.S17-S21, 2016

藤井 秀登
FUJII  Hideto

博士（商学）
教授

研究
分野

交通理論の哲学的基礎と
交通政策の規範

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】交通理論特論・
演習／交通論外国文献研究／交通理論特殊研究・演習　【研
究テーマ】持続可能な交通政策に関する研究　【主な著書・論文】
『交通論の祖型─関一研究─』（八朔社）／『現代交通論の系譜
と構造』（税務経理協会）／『現代の観光事業論』（税務経理協
会）

7 交 通 系 列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

町田 一兵
MACHIDA  Ippei

博士（商学）
教授

研究
分野

アジア・環太平洋国際交通及び
交通・物流政策

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】国際交通論特
論・演習　【研究テーマ】アジア・欧米諸国の交通インフラ整備、
関連政策、各輸送モードの異なる展開、交通に関連する環境の
課題　【主な著書・論文】「離島の観光地におけるローカル空港
機能の特徴に関する一考察」港湾経済研究 第57号、「規制緩
和がローカル航空市場に与える影響に関する研究」明大商学
論叢第100巻第3号、「中国国内の交通・インフラ整備政策の視
点からみた「一帯一路」」運輸と経済第78巻第12号

恩田 睦
ONDA  Mutsumi

博士（経済学）
専任准教授

研究
分野

近現代交通史、鉄道史、
交通と地域振興に関する研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】都市・地域交通
特論　【研究テーマ】交通事業の社会経済史的研究　【主な著
書・論文】『近代日本の地域発展と鉄道──秩父鉄道の経営史
的研究』（日本経済評論社）／「高松市「まちなかループバス」に
みる地域公共交通の展開──バス運営主体としての商店街組
織の意義」『自治総研』第47巻5号／「くま川鉄道と沿線住民の
協働による観光客誘致」『運輸と経済』第75巻12号／「戦間期
秩父鉄道の貨物輸送にみる諸井恒平と地方株主：秩父地域を
中心に」『渋沢研究』第31号

浅井 義裕
ASAI  Yoshihiro

博士（経済学）
教授

研究
分野 中小企業金融における保険の役割

【最終学歴】名古屋大学大学院　【担当授業科目】保険リスクマ
ネジメント論特論・演習／保険論外国文献研究　【研究テーマ】
中小企業金融と保険・リスクマネジメント／金融教育／事業承
継　【主な著書・論文】浅井義裕（2021）『中小企業金融におけ
る保険の役割』中央経済社／Asai, Yoshihiro (2019) “Why 
Do Small and Medium Enterprises Demand Property 
Liability Insurance?”, Journal of Banking and Finance 
106, pp.298-304.

萩原 統宏
HAGIWARA  Motohiro

博士（経済学）
教授

研究
分野

企業財務論、証券市場論、
資産価格理論

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】金融取引論特
論・演習／金融取引論特殊研究・演習　【研究テーマ】企業財
務、資本市場、および投資行動に関する分析　【主な著書・論文】
格付けの研究─信用リスク分析の評価─（中央経済社）／On 
the Optimal Wage Gaps for Improving Productivity of 
Japanese company - International Comparative Study- 
Operational Research and Management Science Letters

中林 真理子
NAKABAYASHI  Mariko

博士（商学）
教授

研究
分野 保険・リスクマネジメント

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】保険理論特論・
演習／保険論外国文献研究／保険理論特殊研究・演習　【研
究テーマ】保険・リスクマネジメント・企業倫理に関する包括的
研究　【主な著書・論文】『リスクマネジメントと企業倫理　─
パーソナルハザードをめぐって─』（千倉書房・2003年）／
Robert Cooper and Mariko Nakabayashi, “Serious 
Ethical Turmoil in the U.S. and Japanese Life Insurance 
Markets,” Journal of Financial Service Professionals, 
vol. 64, issues 2, 2010, pp.64-76

6 保険系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

藤井 陽一朗
FUJII  Yoichiro

博士
（社会経済）
准教授

研究
分野

意思決定分析の基礎と保険論への
応用

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】損害保険論特
論　【研究テーマ】非期待効用理論を用いた保険市場の分析、
あいまい性下における保険需要の考察　【主な著書・論文】
Fujii, Y. and Inakura, N. (2019) Factors Widening the 
Gap between Hypothetical and Actual Choices 
-Empirical Evidence from the Japanese Medical 
Insurance Market-. Asia-Pacific Journal of Risk and 
Insurance, Volume 13, Issue 2, 20180026, eISSN 
2153-3792.

野田 顕彦
NODA  Akihiko

博士（商学）
教授

研究
分野

計量ファイナンス、時系列解析、
国際金融論

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】証券市場
論特論・演習　【研究テーマ】金融市場における価格形成機能
の時変構造に関する研究　【主な著書・論文】Ito, Noda and 
Wada (2022) “An Alternative Estimation Method for 
Time-Varying Parameter Models,” Econometrics, 10(2), 
23. ／ Noda (2016) “A Test of the Adaptive Market 
Hypothesis using a Time-Varying AR Model in Japan,” 
Finance Research Letters, 17, pp.66-71.

朝岡 大輔
ASAOKA  Daisuke

博士（学術）
准教授

研究
分野

コーポレートファイナンス／
コーポレートガバナンス

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】コーポレートファ
イナンス特論　【研究テーマ】コーポレートファイナンス、コーポ
レートガバナンス及び企業のアーキテクチャーの研究　【主な
著書・論文 】Asaoka, D. (2022) Financial Management 
and Corporate Governance. World Scientific.／朝岡大
輔他 (2022)『ゼミナール コーポレートファイナンス』（日本経済
新聞出版）／朝岡大輔（2022）『企業のアーキテクチャー：コー
ポレートガバナンス改革のゆくえ』（東京大学出版会）
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篠原 敏彦
SINOHARA  Toshihiko

教授
研究
分野 国際ビジネスに関わる経営戦略

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】貿易商務論特
論・演習／貿易商務論特殊研究・演習　【研究テーマ】日本企
業の海外進出活動とそれに伴う諸問題　【主な著書・論文】「多
国籍企業の子会社統制に関する実証分析」（明大商学論叢・
1998年）／「多国籍企業の子会社活動の戦略的統合」（明大商
学論叢・1999年）

小原 英隆
OHARA  Hidetaka

教授
研究
分野

［NOT ファイナンス］
貨幣社会の哲学・抽象理論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】金融理論特論・
演習　【研究テーマ】［NOT ファイナンス］貨幣社会の極限的状
況の抽象的分析　【主な著書・論文】『オールド・ニューケインジ
アンによる有効需要の原理のミクロ的基礎：独占的競争経済に
おける「貨幣所得の外部性」による価格伸縮の一般的乗数の導
出』

山本 雄一郎
YAMAMOTO Yuichiro

教授
研究
分野

国際ビジネス交渉・
国際ビジネスコミュニケーション

【最終学歴】シカゴ大学大学院　【担当授業科目】国際ビジネス
交渉論特論・演習／国際ビジネス交渉論特殊研究・演習　【研
究テーマ】国際ビジネスコミュニケーション　【主な著書・論文】
『国際ビジネスコミュニケーション』（分担執筆・丸善・2010年）
／「東芝とウエスタンデジタル社の国際ビジネス交渉上の課題
分析 -ビジネスコミュニケーションの考察 -」（国際ビジネスコミュ
ニケーション学会研究年報・2019年）／「国際ビジネス交渉に
おける適応に関する一考察」（国際ビジネスコミュニケーション
学会研究年報・2012年）

伊藤 隆康
ITO  Takayasu

博士（経済学）
博士（経営学）
教授

研究
分野

中央銀行と金融市場・
金融システムについての実証分析

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】金融機関論特
論・演習／金融機関論特殊研究・演習　【研究テーマ】中央銀
行と金融市場、中央銀行の市場との対話、イスラム金融　【主
な著書・論文】『長期金利と中央銀行』（日本評論社・2005年）
／ Fisher Hypothesis in Japan : Analysis of Long Term 
Interest Rates under Different Monetary Policy Regimes, 
The World Economy, Vol.32 (2009) ／ Global Financial 
Crisis and US Interest Rate Swap Spreads, Applied 
Financial Economics,Vol.20(2010)

所 康弘
TOKORO  Yasuhiro

博士（商学）
教授

研究
分野 国際貿易、グローバル・サウス論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】貿易理論特論・
演習／貿易理論特殊研究・演習　【研究テーマ】国際貿易とグ
ローバル・サウス／持続可能な貿易（倫理的貿易）　【主な著書・
論文】『北米地域統合と途上国経済』（西田書店・2009年）／
『米州の貿易・開発と地域統合』（法律文化社・2017年）／『貿
易入門』（共編著・大月書店・2017年）／『ラテンアメリカはどこ
へ行く』（共著・ミネルヴァ書房・2017年）／『日本の国際協力 
ラテンアメリカ編』（共編著・ミネルヴァ書房・2021年）

土屋 陽一
TSUCHIYA  Yoichi

Ph.D
教授

研究
分野 金融論、経済予測

【最終学歴】ニューヨーク州立大学バッファロー校大学院　【担
当授業科目】金融理論特論・演習　【研究テーマ】経済学におけ
る 情報 と 期待形成　【 主 な 著書・ 論文 】Assessing 
macroeconomic forecasts for Japan under an 
asymmetric loss function (2016), International Journal of 
Forecasting, 32, 233-242. ／ The value added of the 
Bank of Japan’s range forecasts (2021), Journal of 
Forecasting, 40, 817-833.

三和 裕美子
MIWA  Yumiko

博士（商学）
教授

研究
分野

機関投資家と
コーポレートガバナンス

【最終学歴】大阪市立大学大学院　【担当授業科目】機関投資
家論特論・演習／機関投資家論特殊研究・演習　【研究テーマ】
機関投資家によるコーポレート・ガバナンスの研究、機関投資
家のESG（環境、社会、ガバナンス）投資の研究、ファンド規制
の研究　【主な著書・論文】「図説企業の論点」（共著・旬報社）／
「機関投資家の発展とコーポレート・ガバナンス」（日本評論社）
／Corporate Governance in Japan（共著・Springer）／「金
融ヘゲモニーとコーポレート・ガバナンス」（共著・税務経理協会）
／「東アジアとアセアン諸国のコーポレート・ガバナンス」（編著・
税務経理協会）

5 金融・証券系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

8 貿易系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

小林 尚朗
KOBAYASHI  Naoaki

教授
研究
分野

世界経済論、貿易政策論、
アジア経済論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】世界経済論特
論・演習／世界経済論特殊研究・演習　【研究テーマ】グローバ
リゼーション下の開発と貿易、東アジア地域協力　【主な著書・
論文】『アジア経済論』（共編著・文眞堂・2022年）／『地球経済
入門』（共著・法律文化社・2021年）／『フェアトレードビジネス
モデルの新たな展開』（共著・明石書店・2018年）／『アジア共
同体構想と地域協力の展開』（共著・文眞堂・2018年）／『貿易
入門─世界と日本が見えてくる─』（共編著・大月書店・2017年）
／『世界経済の解剖学』（共編著・法律文化社・2014年）

塩澤 恵理
SHIOZAWA  Eri

博士（学術）
教授

研究
分野 国際ビジネス・コミュニケーション論

【最終学歴】国際基督教大学大学院　【担当授業科目】国際ビ
ジネス・コミュニケーション論特論・演習／貿易論外国文献研
究／国際ビジネス・コミュニケーション論特殊研究・演習　【研
究テーマ】国際ビジネス・コミュニケーションの研究　【主な著書・
論文】「ビジネスコミュニケーションとグローバリゼーション」（明
大社研紀要第48巻1号・明治大学社会科学研究所・2009年）／
「ビジネス・コミュニケーションと最適化分析」（勁草書房・2005
年）／ Forms of Health Care Communication : An 
Integrated Approach Forma, Vol.31, pp.S17-S21, 2016

藤井 秀登
FUJII  Hideto

博士（商学）
教授

研究
分野

交通理論の哲学的基礎と
交通政策の規範

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】交通理論特論・
演習／交通論外国文献研究／交通理論特殊研究・演習　【研
究テーマ】持続可能な交通政策に関する研究　【主な著書・論文】
『交通論の祖型─関一研究─』（八朔社）／『現代交通論の系譜
と構造』（税務経理協会）／『現代の観光事業論』（税務経理協
会）

7 交通系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

町田 一兵
MACHIDA  Ippei

博士（商学）
教授

研究
分野

アジア・環太平洋国際交通及び
交通・物流政策

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】国際交通論特
論・演習　【研究テーマ】アジア・欧米諸国の交通インフラ整備、
関連政策、各輸送モードの異なる展開、交通に関連する環境の
課題　【主な著書・論文】「離島の観光地におけるローカル空港
機能の特徴に関する一考察」港湾経済研究 第57号、「規制緩
和がローカル航空市場に与える影響に関する研究」明大商学
論叢第100巻第3号、「中国国内の交通・インフラ整備政策の視
点からみた「一帯一路」」運輸と経済第78巻第12号

恩田 睦
ONDA  Mutsumi

博士（経済学）
専任准教授

研究
分野

近現代交通史、鉄道史、
交通と地域振興に関する研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】都市・地域交通
特論　【研究テーマ】交通事業の社会経済史的研究　【主な著
書・論文】『近代日本の地域発展と鉄道──秩父鉄道の経営史
的研究』（日本経済評論社）／「高松市「まちなかループバス」に
みる地域公共交通の展開──バス運営主体としての商店街組
織の意義」『自治総研』第47巻5号／「くま川鉄道と沿線住民の
協働による観光客誘致」『運輸と経済』第75巻12号／「戦間期
秩父鉄道の貨物輸送にみる諸井恒平と地方株主：秩父地域を
中心に」『渋沢研究』第31号

浅井 義裕
ASAI  Yoshihiro

博士（経済学）
教授

研究
分野 中小企業金融における保険の役割

【最終学歴】名古屋大学大学院　【担当授業科目】保険リスクマ
ネジメント論特論・演習／保険論外国文献研究　【研究テーマ】
中小企業金融と保険・リスクマネジメント／金融教育／事業承
継　【主な著書・論文】浅井義裕（2021）『中小企業金融におけ
る保険の役割』中央経済社／Asai, Yoshihiro (2019) “Why 
Do Small and Medium Enterprises Demand Property 
Liability Insurance?”, Journal of Banking and Finance 
106, pp.298-304.

萩原 統宏
HAGIWARA  Motohiro

博士（経済学）
教授

研究
分野

企業財務論、証券市場論、
資産価格理論

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】金融取引論特
論・演習／金融取引論特殊研究・演習　【研究テーマ】企業財
務、資本市場、および投資行動に関する分析　【主な著書・論文】
格付けの研究─信用リスク分析の評価─（中央経済社）／On 
the Optimal Wage Gaps for Improving Productivity of 
Japanese company - International Comparative Study- 
Operational Research and Management Science Letters

中林 真理子
NAKABAYASHI  Mariko

博士（商学）
教授

研究
分野 保険・リスクマネジメント

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】保険理論特論・
演習／保険論外国文献研究／保険理論特殊研究・演習　【研
究テーマ】保険・リスクマネジメント・企業倫理に関する包括的
研究　【主な著書・論文】『リスクマネジメントと企業倫理　─
パーソナルハザードをめぐって─』（千倉書房・2003年）／
Robert Cooper and Mariko Nakabayashi, “Serious 
Ethical Turmoil in the U.S. and Japanese Life Insurance 
Markets,” Journal of Financial Service Professionals, 
vol. 64, issues 2, 2010, pp.64-76

6 保険系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

藤井 陽一朗
FUJII  Yoichiro

博士
（社会経済）
准教授

研究
分野

意思決定分析の基礎と保険論への
応用

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】損害保険論特
論　【研究テーマ】非期待効用理論を用いた保険市場の分析、
あいまい性下における保険需要の考察　【主な著書・論文】
Fujii, Y. and Inakura, N. (2019) Factors Widening the 
Gap between Hypothetical and Actual Choices 
-Empirical Evidence from the Japanese Medical 
Insurance Market-. Asia-Pacific Journal of Risk and 
Insurance, Volume 13, Issue 2, 20180026, eISSN 
2153-3792.

野田 顕彦
NODA  Akihiko

博士（商学）
教授

研究
分野

計量ファイナンス、時系列解析、
国際金融論

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】証券市場
論特論・演習　【研究テーマ】金融市場における価格形成機能
の時変構造に関する研究　【主な著書・論文】Ito, Noda and 
Wada (2022) “An Alternative Estimation Method for 
Time-Varying Parameter Models,” Econometrics, 10(2), 
23. ／ Noda (2016) “A Test of the Adaptive Market 
Hypothesis using a Time-Varying AR Model in Japan,” 
Finance Research Letters, 17, pp.66-71.

朝岡 大輔
ASAOKA  Daisuke

博士（学術）
准教授

研究
分野

コーポレートファイナンス／
コーポレートガバナンス

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】コーポレートファ
イナンス特論　【研究テーマ】コーポレートファイナンス、コーポ
レートガバナンス及び企業のアーキテクチャーの研究　【主な
著書・論文 】Asaoka, D. (2022) Financial Management 
and Corporate Governance. World Scientific.／朝岡大
輔他 (2022)『ゼミナール コーポレートファイナンス』（日本経済
新聞出版）／朝岡大輔（2022）『企業のアーキテクチャー：コー
ポレートガバナンス改革のゆくえ』（東京大学出版会）
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篠原 敏彦
SINOHARA  Toshihiko

教授
研究
分野 国際ビジネスに関わる経営戦略

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】貿易商務論特
論・演習／貿易商務論特殊研究・演習　【研究テーマ】日本企
業の海外進出活動とそれに伴う諸問題　【主な著書・論文】「多
国籍企業の子会社統制に関する実証分析」（明大商学論叢・
1998年）／「多国籍企業の子会社活動の戦略的統合」（明大商
学論叢・1999年）

小原 英隆
OHARA  Hidetaka

教授
研究
分野

［NOT ファイナンス］
貨幣社会の哲学・抽象理論

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】金融理論特論・
演習　【研究テーマ】［NOT ファイナンス］貨幣社会の極限的状
況の抽象的分析　【主な著書・論文】『オールド・ニューケインジ
アンによる有効需要の原理のミクロ的基礎：独占的競争経済に
おける「貨幣所得の外部性」による価格伸縮の一般的乗数の導
出』

山本 雄一郎
YAMAMOTO Yuichiro

教授
研究
分野

国際ビジネス交渉・
国際ビジネスコミュニケーション

【最終学歴】シカゴ大学大学院　【担当授業科目】国際ビジネス
交渉論特論・演習／国際ビジネス交渉論特殊研究・演習　【研
究テーマ】国際ビジネスコミュニケーション　【主な著書・論文】
『国際ビジネスコミュニケーション』（分担執筆・丸善・2010年）
／「東芝とウエスタンデジタル社の国際ビジネス交渉上の課題
分析 -ビジネスコミュニケーションの考察 -」（国際ビジネスコミュ
ニケーション学会研究年報・2019年）／「国際ビジネス交渉に
おける適応に関する一考察」（国際ビジネスコミュニケーション
学会研究年報・2012年）

伊藤 隆康
ITO  Takayasu

博士（経済学）
博士（経営学）
教授

研究
分野

中央銀行と金融市場・
金融システムについての実証分析

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】金融機関論特
論・演習／金融機関論特殊研究・演習　【研究テーマ】中央銀
行と金融市場、中央銀行の市場との対話、イスラム金融　【主
な著書・論文】『長期金利と中央銀行』（日本評論社・2005年）
／ Fisher Hypothesis in Japan : Analysis of Long Term 
Interest Rates under Different Monetary Policy Regimes, 
The World Economy, Vol.32 (2009) ／ Global Financial 
Crisis and US Interest Rate Swap Spreads, Applied 
Financial Economics,Vol.20(2010)

所 康弘
TOKORO  Yasuhiro

博士（商学）
教授

研究
分野 国際貿易、グローバル・サウス論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】貿易理論特論・
演習／貿易理論特殊研究・演習　【研究テーマ】国際貿易とグ
ローバル・サウス／持続可能な貿易（倫理的貿易）　【主な著書・
論文】『北米地域統合と途上国経済』（西田書店・2009年）／
『米州の貿易・開発と地域統合』（法律文化社・2017年）／『貿
易入門』（共編著・大月書店・2017年）／『ラテンアメリカはどこ
へ行く』（共著・ミネルヴァ書房・2017年）／『日本の国際協力 
ラテンアメリカ編』（共編著・ミネルヴァ書房・2021年）

土屋 陽一
TSUCHIYA  Yoichi

Ph.D
教授

研究
分野 金融論、経済予測

【最終学歴】ニューヨーク州立大学バッファロー校大学院　【担
当授業科目】金融理論特論・演習　【研究テーマ】経済学におけ
る 情報 と 期待形成　【 主 な 著書・ 論文 】Assessing 
macroeconomic forecasts for Japan under an 
asymmetric loss function (2016), International Journal of 
Forecasting, 32, 233-242. ／ The value added of the 
Bank of Japan’s range forecasts (2021), Journal of 
Forecasting, 40, 817-833.

三和 裕美子
MIWA  Yumiko

博士（商学）
教授

研究
分野

機関投資家と
コーポレートガバナンス

【最終学歴】大阪市立大学大学院　【担当授業科目】機関投資
家論特論・演習／機関投資家論特殊研究・演習　【研究テーマ】
機関投資家によるコーポレート・ガバナンスの研究、機関投資
家のESG（環境、社会、ガバナンス）投資の研究、ファンド規制
の研究　【主な著書・論文】「図説企業の論点」（共著・旬報社）／
「機関投資家の発展とコーポレート・ガバナンス」（日本評論社）
／Corporate Governance in Japan（共著・Springer）／「金
融ヘゲモニーとコーポレート・ガバナンス」（共著・税務経理協会）
／「東アジアとアセアン諸国のコーポレート・ガバナンス」（編著・
税務経理協会）

5 金融・証券系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

8 貿易系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

小林 尚朗
KOBAYASHI  Naoaki

教授
研究
分野

世界経済論、貿易政策論、
アジア経済論

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】世界経済論特
論・演習／世界経済論特殊研究・演習　【研究テーマ】グローバ
リゼーション下の開発と貿易、東アジア地域協力　【主な著書・
論文】『アジア経済論』（共編著・文眞堂・2022年）／『地球経済
入門』（共著・法律文化社・2021年）／『フェアトレードビジネス
モデルの新たな展開』（共著・明石書店・2018年）／『アジア共
同体構想と地域協力の展開』（共著・文眞堂・2018年）／『貿易
入門─世界と日本が見えてくる─』（共編著・大月書店・2017年）
／『世界経済の解剖学』（共編著・法律文化社・2014年）

塩澤 恵理
SHIOZAWA  Eri

博士（学術）
教授

研究
分野 国際ビジネス・コミュニケーション論

【最終学歴】国際基督教大学大学院　【担当授業科目】国際ビ
ジネス・コミュニケーション論特論・演習／貿易論外国文献研
究／国際ビジネス・コミュニケーション論特殊研究・演習　【研
究テーマ】国際ビジネス・コミュニケーションの研究　【主な著書・
論文】「ビジネスコミュニケーションとグローバリゼーション」（明
大社研紀要第48巻1号・明治大学社会科学研究所・2009年）／
「ビジネス・コミュニケーションと最適化分析」（勁草書房・2005
年）／ Forms of Health Care Communication : An 
Integrated Approach Forma, Vol.31, pp.S17-S21, 2016

藤井 秀登
FUJII  Hideto

博士（商学）
教授

研究
分野

交通理論の哲学的基礎と
交通政策の規範

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】交通理論特論・
演習／交通論外国文献研究／交通理論特殊研究・演習　【研
究テーマ】持続可能な交通政策に関する研究　【主な著書・論文】
『交通論の祖型─関一研究─』（八朔社）／『現代交通論の系譜
と構造』（税務経理協会）／『現代の観光事業論』（税務経理協
会）

7 交通系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

町田 一兵
MACHIDA  Ippei

博士（商学）
教授

研究
分野

アジア・環太平洋国際交通及び
交通・物流政策

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】国際交通論特
論・演習　【研究テーマ】アジア・欧米諸国の交通インフラ整備、
関連政策、各輸送モードの異なる展開、交通に関連する環境の
課題　【主な著書・論文】「離島の観光地におけるローカル空港
機能の特徴に関する一考察」港湾経済研究 第57号、「規制緩
和がローカル航空市場に与える影響に関する研究」明大商学
論叢第100巻第3号、「中国国内の交通・インフラ整備政策の視
点からみた「一帯一路」」運輸と経済第78巻第12号

恩田 睦
ONDA  Mutsumi

博士（経済学）
専任准教授

研究
分野

近現代交通史、鉄道史、
交通と地域振興に関する研究

【最終学歴】立教大学大学院　【担当授業科目】都市・地域交通
特論　【研究テーマ】交通事業の社会経済史的研究　【主な著
書・論文】『近代日本の地域発展と鉄道──秩父鉄道の経営史
的研究』（日本経済評論社）／「高松市「まちなかループバス」に
みる地域公共交通の展開──バス運営主体としての商店街組
織の意義」『自治総研』第47巻5号／「くま川鉄道と沿線住民の
協働による観光客誘致」『運輸と経済』第75巻12号／「戦間期
秩父鉄道の貨物輸送にみる諸井恒平と地方株主：秩父地域を
中心に」『渋沢研究』第31号

浅井 義裕
ASAI  Yoshihiro

博士（経済学）
教授

研究
分野 中小企業金融における保険の役割

【最終学歴】名古屋大学大学院　【担当授業科目】保険リスクマ
ネジメント論特論・演習／保険論外国文献研究　【研究テーマ】
中小企業金融と保険・リスクマネジメント／金融教育／事業承
継　【主な著書・論文】浅井義裕（2021）『中小企業金融におけ
る保険の役割』中央経済社／Asai, Yoshihiro (2019) “Why 
Do Small and Medium Enterprises Demand Property 
Liability Insurance?”, Journal of Banking and Finance 
106, pp.298-304.

萩原 統宏
HAGIWARA  Motohiro

博士（経済学）
教授

研究
分野

企業財務論、証券市場論、
資産価格理論

【最終学歴】大阪大学大学院　【担当授業科目】金融取引論特
論・演習／金融取引論特殊研究・演習　【研究テーマ】企業財
務、資本市場、および投資行動に関する分析　【主な著書・論文】
格付けの研究─信用リスク分析の評価─（中央経済社）／On 
the Optimal Wage Gaps for Improving Productivity of 
Japanese company - International Comparative Study- 
Operational Research and Management Science Letters

中林 真理子
NAKABAYASHI  Mariko

博士（商学）
教授

研究
分野 保険・リスクマネジメント

【最終学歴】明治大学大学院　【担当授業科目】保険理論特論・
演習／保険論外国文献研究／保険理論特殊研究・演習　【研
究テーマ】保険・リスクマネジメント・企業倫理に関する包括的
研究　【主な著書・論文】『リスクマネジメントと企業倫理　─
パーソナルハザードをめぐって─』（千倉書房・2003年）／
Robert Cooper and Mariko Nakabayashi, “Serious 
Ethical Turmoil in the U.S. and Japanese Life Insurance 
Markets,” Journal of Financial Service Professionals, 
vol. 64, issues 2, 2010, pp.64-76

6 保険系列
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

藤井 陽一朗
FUJII  Yoichiro

博士
（社会経済）
准教授

研究
分野

意思決定分析の基礎と保険論への
応用

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】損害保険論特
論　【研究テーマ】非期待効用理論を用いた保険市場の分析、
あいまい性下における保険需要の考察　【主な著書・論文】
Fujii, Y. and Inakura, N. (2019) Factors Widening the 
Gap between Hypothetical and Actual Choices 
-Empirical Evidence from the Japanese Medical 
Insurance Market-. Asia-Pacific Journal of Risk and 
Insurance, Volume 13, Issue 2, 20180026, eISSN 
2153-3792.

野田 顕彦
NODA  Akihiko

博士（商学）
教授

研究
分野

計量ファイナンス、時系列解析、
国際金融論

【最終学歴】慶應義塾大学大学院　【担当授業科目】証券市場
論特論・演習　【研究テーマ】金融市場における価格形成機能
の時変構造に関する研究　【主な著書・論文】Ito, Noda and 
Wada (2022) “An Alternative Estimation Method for 
Time-Varying Parameter Models,” Econometrics, 10(2), 
23. ／ Noda (2016) “A Test of the Adaptive Market 
Hypothesis using a Time-Varying AR Model in Japan,” 
Finance Research Letters, 17, pp.66-71.

朝岡 大輔
ASAOKA  Daisuke

博士（学術）
准教授

研究
分野

コーポレートファイナンス／
コーポレートガバナンス

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】コーポレートファ
イナンス特論　【研究テーマ】コーポレートファイナンス、コーポ
レートガバナンス及び企業のアーキテクチャーの研究　【主な
著書・論文 】Asaoka, D. (2022) Financial Management 
and Corporate Governance. World Scientific.／朝岡大
輔他 (2022)『ゼミナール コーポレートファイナンス』（日本経済
新聞出版）／朝岡大輔（2022）『企業のアーキテクチャー：コー
ポレートガバナンス改革のゆくえ』（東京大学出版会）


